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─────────────────────────────────────────── 

平成22年 第１回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第２日） 

                             平成22年３月９日（火曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                         平成22年３月９日 午前９時30分開議 

 日程第１ 議案第１号 平成２２年度周防大島町一般会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第２ 議案第２号 平成２２年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算（説明・質 

            疑・付託） 

 日程第３ 議案第３号 平成２２年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算（説明・質 

            疑・付託） 

 日程第４ 議案第４号 平成２２年度周防大島町老人保健事業特別会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第５ 議案第５号 平成２２年度周防大島町介護保険事業特別会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第６ 議案第６号 平成２２年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第７ 議案第７号 平成２２年度周防大島町下水道事業特別会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第８ 議案第８号 平成２２年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算（説明・質 

            疑・付託） 

 日程第９ 議案第９号 平成２２年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算（説明・質 

            疑・付託） 

 日程第10 議案第10号 平成２２年度周防大島町渡船事業特別会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第11 議案第11号 平成２２年度周防大島町公営企業局企業会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第12 議案第12号 平成２１年度周防大島町一般会計補正予算（第７号） 

 日程第13 議案第13号 平成２１年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            ３号） 

 日程第14 議案第14号 平成２１年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 

            ３号） 
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 日程第15 議案第15号 平成２１年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第16 議案第16号 平成２１年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号） 

 日程第17 議案第17号 平成２１年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第18 議案第18号 平成２１年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            ３号） 

 日程第19 議案第19号 平成２１年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            ２号） 

 日程第20 議案第20号 平成２１年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第21 議案第21号 平成２１年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第４号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 議案第１号 平成２２年度周防大島町一般会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第２ 議案第２号 平成２２年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算（説明・質 

            疑・付託） 

 日程第３ 議案第３号 平成２２年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算（説明・質 

            疑・付託） 

 日程第４ 議案第４号 平成２２年度周防大島町老人保健事業特別会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第５ 議案第５号 平成２２年度周防大島町介護保険事業特別会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第６ 議案第６号 平成２２年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第７ 議案第７号 平成２２年度周防大島町下水道事業特別会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第８ 議案第８号 平成２２年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算（説明・質 

            疑・付託） 

 日程第９ 議案第９号 平成２２年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算（説明・質 

            疑・付託） 

 日程第10 議案第10号 平成２２年度周防大島町渡船事業特別会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第11 議案第11号 平成２２年度周防大島町公営企業局企業会計予算（説明・質疑・付 

            託） 
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 日程第12 議案第12号 平成２１年度周防大島町一般会計補正予算（第７号） 

 日程第13 議案第13号 平成２１年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            ３号） 

 日程第14 議案第14号 平成２１年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 

            ３号） 

 日程第15 議案第15号 平成２１年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第16 議案第16号 平成２１年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号） 

 日程第17 議案第17号 平成２１年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第18 議案第18号 平成２１年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            ３号） 

 日程第19 議案第19号 平成２１年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            ２号） 

 日程第20 議案第20号 平成２１年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第21 議案第21号 平成２１年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第４号） 

────────────────────────────── 

出席議員（19名） 

１番 田中隆太郎君       ２番 杉山 藤雄君 

３番 神岡 光人君       ４番 新山 玄雄君 

５番 平野 和生君       ６番 魚原 満晴君 

７番 今元 直寛君       ８番 広田 清晴君 

10番 尾元  武君       11番 中村 美子君 

12番 中本 博明君       13番 魚谷 洋一君 

14番 平川 敏郎君       15番 松井 岑雄君 

16番 安本 貞敏君       17番 久保 雅己君 

18番 布村 和男君       19番 小田 貞利君 

20番 荒川 政義君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 



- 72 - 

事務局長 坂本  薫君     議事課長 木元 真琴君 

書  記 吉岡 信二君     書  記 林  祐子君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 椎木  巧君   代表監査委員 ………… 相川  實君 

副町長 ………………… 岡村 春雄君   教育長 ………………… 平田  武君 

公営企業管理者 ……… 石原 得博君                      

総務部長 ……………… 中野 守雄君   産業建設部長 ………… 平田 好男君 

健康福祉部長 ………… 田村 敏範君   環境生活部長 ………… 松井 秀文君 

久賀総合支所長 ……… 山本 定雪君   大島総合支所長 ……… 嶋元 則昭君 

東和総合支所長 ……… 松岡 千春君   橘総合支所長 ………… 椎木 千明君 

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 北杉 憲昌君 

教育次長 ……………… 村田 雅典君   公営企業局総務部長 … 河村 常和君 

総務課長 ……………… 西本 芳隆君   財政課長 ……………… 奈良元正昭君 

政策企画課長 ………… 星出  明君   健康増進課長 ………… 東原 平典君 

介護保険課長 ………… 舛重 久人君   商工観光課長 ………… 西村 利雄君 

公営企業局財政課長 … 村岡 宏章君                      

────────────────────────────── 

午前９時30分開議 

○議長（荒川 政義君）  改めましておはようございます。８日の本会議に引き続き、これより本

日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１号 

日程第２．議案第２号 

日程第３．議案第３号 

日程第４．議案第４号 

日程第５．議案第５号 

日程第６．議案第６号 

日程第７．議案第７号 

日程第８．議案第８号 

日程第９．議案第９号 
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日程第１０．議案第１０号 

日程第１１．議案第１１号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１、議案第１号平成２２年度周防大島町一般会計予算から日程第

１１、議案第１１号平成２２年度周防大島町公営企業局企業会計予算までの１１議案を一括上程

し、これを議題とします。 

 日程第１、議案第１号平成２２年度周防大島町一般会計予算の補足説明を求めます。中野総務

部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  それでは、議案第１号平成２２年度周防大島町一般会計予算につい

て補足説明をいたします。予算書及び事項別明細書につきましては、一般会計と特別会計で別冊

となっております。一般会計の予算書を御用意願います。 

 それでは、一般会計予算の補足説明をさせていただきます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を１３４億

円と定めております。対前年度比５.５％の減額予算となっておりますが、防災行政無線整備事

業、漁港関連事業等の完了、東和中学校の校舎部分の完成といった要因での減額でありますが、

町長の提案理由の説明にもありましたように、昨日提出いたしました平成２１年度の補正予算と

一体的な予算編成を行い、久賀小学校耐震補強事業等前倒し計上したものが約１１億２,０００万

円ありますので、この点を加味いたしますと約３億４,５００万円、２.４％の増額予算というこ

とになります。 

 第２条地方債は１１ページでございますが、第２表のとおり、それぞれ事業実施に当たり起こ

すことのできる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものであり、

その限度額を１５億６,２１０万円と定めるものであります。 

 第３条は、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額を３０億円と定

めております。 

 第４条は、歳出予算の流用でありますが、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、同一款内における給料等の項間の流用と定めるものであります。 

 それでは、事項別明細書により、順を追って予算の主なものにつきまして御説明させていただ

きます。 

 まず、歳入でございますが、事項別明細書の５ページをお願いいたします。１款町税の１項町

民税は５億９,９５４万４,０００円を計上し、対前年度比１,７１５万３,０００円の減額計上で

あります。個人町民税、法人町民税ともに、昨今の景気後退、人口減等を考慮し減収見込となっ

ております。２項固定資産税は、新築、増改築に伴い１,９３８万９,０００円の増収を見込み、

６億７,０５５万７,０００円の計上であります。 
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 続いて６ページの３項軽自動車税、４項たばこ税、５項入湯税につきましては、２１年度の調

定額を参考に積算し計上しておりますが、たばこ税は、１０月１日からの増税を踏まえて試算を

行いましたが、喫煙者の減により３１６万円の減額計上となっております。特別土地保有税は、

不納欠損により本年度から計上はございません。 

 ７ページの２款地方譲与税は、御承知のとおり、暫定税率を廃止した上で当分の間、現在の税

率水準を維持することとなりましたので、従来どおりの試算に基づき、１項地方揮発油譲与税は

３,６００万円、２項自動車重量譲与税は８,６００万円の計上であります。地方道路譲与税は、

平成２１年度限りで廃止であります。 

 ８ページですが、３款利子割交付金から７款自動車取得税交付金までは、地方財政計画に基づ

く試算による計上でありますが、いずれも景気後退に伴う減額計上であります。 

 ９ページの８款地方特例交付金１項地方特例交付金は１,２８０万円の計上でありますが、子

ども手当創設に伴う負担増に対応する児童手当及び子ども手当特例交付金として１,１００万円、

住宅ローン減税及び自動車取得税減税に伴う減収補てん特例交付金として１８０万円を見込んで

おります。 

 １０ページの９款地方交付税は、交付税総額が１兆１,０００億円増額確保されたことを考慮

し７９億９,０００万円の計上で、対前年度比２億２,０００万円の増額であります。普通交付税

において、平成２１年度の交付実績を踏まえ合併補正が終了したこと、人口減、公債費算入分の

減などを考慮し７３億２,０００万円と試算しております。一方、特別交付税につきましては、

公営企業局へ繰り出す救急病院分が普通交付税へ振り変わったことなどを考慮し、対前年度比

３,０００万円減の６億７,０００万円を計上いたしました。 

 １０款交通安全対策特別交付金は、前年並みの３００万円を計上いたしました。 

 １１款分担金及び負担金１項負担金は、老人保護措置費負担金として３,３６７万円、児童福

祉費負担金、保育料でありますが、公立・私立を合わせ７,７２２万５,０００円の計上が主なも

のであります。保育料につきましては、従来の所得区分が７階層から８階層に変更となっており

ます。 

 １１ページの１２款使用料及び手数料のうち１項使用料は、町営駐車場、火葬場、斎場、市民

農園、中小企業従業員住宅、星野哲郎記念館、公営住宅、スクールバス等々、町内各施設の使用

料として、１３ページにありますように１億７,０７１万７,０００円を計上しております。なお、

陸上競技場使用料につきましては、議案第２９号でお諮りいたしましたとおり、改修が終わりま

したので、使用料の改定を行うこととしております。 

 １４ページの２項手数料は、戸籍、住民票等の発行手数料、ごみ処理手数料等を合わせて

２,９０２万２,０００円の計上であります。 
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 １５ページの１３款国庫支出金の１項国庫負担金は、国保基盤安定負担金、障害者自立支援給

付費負担金、私立保育所運営費負担金、児童手当費負担金、新規計上の子ども手当負担金を合わ

せて４億６,５８４万８,０００円の計上であります。子ども手当負担金の計上により大幅増とな

っております。 

 １６ページの２項国庫補助金のうち１目総務費国庫補助金では、再編交付金及び地上デジタル

放送移行への対応のための電波遮へい対策事業補助金を合わせて４,９３９万２,０００円計上し

ております。なお、再編交付金で行う事業は、当初予算案の概要２７ページに掲げているもので

あります。２目民生費国庫補助金は、地域生活支援事業補助金、一時保育事業等に係る次世代育

成支援対策交付金等を合わせ１,４４７万７,０００円の計上であります。３目衛生費国庫補助金

は、合併浄化槽設置補助に係る循環型社会形成推進交付金、新規計上の女性特有のがん検診推進

事業補助金、４目農林水産業費国庫補助金は、海岸保全施設整備事業補助金の計上であります。

５目土木費国庫補助金は、民間住宅耐震改修等事業費補助金などを計上しております。６目教育

費国庫補助金は、スクールバス購入補助金、大島中学校屋内運動場改築に係る安全・安心な学校

づくり交付金の計上が主なものであります。３項国庫委託金は、子ども手当に係る事務委託金を

新規に計上しております。 

 １８ページの１４款県支出金であります。１項県負担金は、本年度も引き続き研修のため県へ

２名の職員派遣を予定しておりますが、これに伴う職員給与等負担金、国保基盤安定負担金、障

害福祉費負担金、後期高齢者基盤安定負担金、私立保育所運営費負担金、児童手当負担金、新規

計上の子ども手当負担金等を合わせて３億２,７６４万７,０００円の計上であります。後期高齢

者基盤安定負担金の減により２,０６５万１,０００円の減額計上であります。 

 １９ページの２項県補助金のうち、１目総務費県補助金の広域市町村合併支援特別交付金

８５万８,０００円は、大島中学校屋内運動場改築事業に充当することとしておりますが、これ

をもって、本町への交付枠４億円はすべて交付される見込みであります。２目民生費県補助金で

は、福祉医療費補助金、国保負担軽減対策費助成事業補助金、障害者自立支援特別対策事業費補

助金、児童クラブ運営に係る放課後子供プラン推進事業補助金、延長保育促進事業補助金等が主

なものであります。３目衛生費県補助金は、広域水道出資債元利補給金、浄化槽設置整備事業補

助金、水価安定補助金、妊婦一般健診に係る妊婦健康診査臨時特例交付金が主なものであります。

なお、妊婦健康診査臨時特例交付金は、平成２２年度までの予定であります。４目農林水産業費

県補助金は、中山間地域等直接支払交付金事業補助金、需要に応える園芸産地構造改革推進事業

補助金、海岸保全施設整備事業補助金等８,０２０万３,０００円となっておりますが、広域水産

物供給基盤整備事業や港整備交付金事業の完了により７,０７５万円の減額計上となっておりま

す。 
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 ２１ページですが、５目商工費県補助金は、廃止路線代替バス運行事業補助金の計上に加え、

緊急雇用創出事業臨時特例基金補助金を４,６６３万２,０００円計上により４,０７３万

４,０００円の増額であります。６目土木費県補助金は、住宅・建築物耐震化促進事業補助金の

計上であります。７目教育費県補助金では、国体リハーサル大会補助金３０６万１,０００円を

新規に計上しております。 

 ２２ページからの３項県委託金の１目総務費県委託金につきましては、県税徴収事務委託金、

参議院議員選挙委託金、国勢調査委託費の計上が主なものであります。 

 ２３ページの５目商工費県委託金は、片添ケ浜海浜公園の指定管理料として３,０５８万

２,０００円を計上しております。６目土木費県委託金は、樋門の管理委託金等の計上が主なも

のであります。７目消防費県委託金は、防災センターの指定管理料を２,６７３万２,０００円計

上いたしました。防災広場分が増額となっております。 

 ２４ページの１５款財産収入では、財産運用収入として土地及び建物の貸付収入、教員住宅家

賃収入及び各基金の利子収入を計上しております。 

 ２５ページの１６款寄附金は、ふるさと寄附金１００万円、星野哲郎スカラシップ寄附金

１００万円の計上が主なものであります。 

 １７款繰入金は、減債基金を１３０万６,０００円、ちびっ子医療費助成事業基金を１,４８４万

２,０００円、２６ページにわたりますが、観光振興事業助成基金１,０５４万１,０００円、福

祉医療費一部負担金助成事業基金１,４６５万８,０００円、ふるさと寄附金を財源に新たに造成

予定のふるさと応援基金を１００万円、それぞれの基金条例の目的に応じ取り崩すこととしてお

ります。財政調整基金につきましては、当初予算では取り崩しは行なわないこととしております。

なお、各基金の平成２２年度末における基金残高は、当初予算案の概要の８ページに掲げてござ

います。 

 １８款繰越金は１,０００万円の計上であります。 

 ２７ページの１９款諸収入３項貸付金元利収入は、中小企業勤労者小口資金貸付金、地域総合

整備資金貸付金、住宅新築資金等貸付金などの貸付金元金収入２,３９９万８,０００円の計上で

あります。４項雑入では、学校給食収入５,６８４万７,０００円、福祉医療費高額払戻金、建設

残土処理場使用料、ごみ収集袋売上代金、片添ケ浜施設使用料、指定管理者町納付金等に加え、

Ｂ＆Ｇ財団からの艇庫改修に伴う助成金１,０００万円を新規に計上し、総額２億１,６９６万

８,０００円の計上となっております。 

 ３２ページをお願いします。２０款町債であります。臨時財政対策債６億３,０００万円に加

え、海岸保全施設整備事業を始め各種事業に充当するため１５億６,２１０万円の計上で、前年

度比４億４８０万円、２０.６％の減となっております。過疎対策事業債につきましては、過疎
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地域自立促進特別措置法の失効期限を本年３月末から６年間延長する法案が提出される予定であ

りますので、引き続き計上をしております。なお、平成２２年度末の起債残高は、２４３ページ

のとおり２２９億４,７０９万８,０００円と見込んでおります。 

 以上が歳入でございます。 

 続きまして、歳出の主なものを御説明いたします。 

 ３３ページですが、議会費は、総額で１億７０１万円の計上であります。職員人件費並びに議

員辞職及び期末手当の支給率減に伴う議員報酬、期末手当、共済費の減により、対前年比

９５３万８,０００円の減額計上であります。 

 ３５ページの２款総務費１項総務管理費１目一般管理費の職員人件費は、特別職、一般職

７７名分の給料、各種手当、共済費、退職手当組合負担金等を合わせて９億２,２５６万

７,０００円の計上であります。公務員の子ども手当は各事業所で支給することとなりますので、

各科目の職員人件費におきまして、子ども手当を新規に計上しております。 

 ３６ページの行政一般経費につきましては、５,８８４万９,０００円の計上でありますが、行

政改革大綱の見直しを行うこととし、行財政改革推進調査会委員の報酬等を計上しております。

また、職員１名を３カ月間自治大学校へ研修派遣するための特別旅費及び負担金を計上いたしま

した。また、地方公務員法の改正を視野に、昨年に引き続き人事評価制度の研修会を開催する経

費及び接遇研修を開催する経費を計上いたしました。 

 ３９ページをお願いします。２目文書広報費のうち文書広報事業は、町広報誌の印刷経費に加

えまして、平成２１年度に作成いたしました町勢要覧の概要版を作成する委託料を計上いたしま

した。地上デジタルテレビ放送視聴支援事業は、２,０９８万６,０００円の新規計上であります。

御承知のとおり、平成２３年７月２４日をもってアナログ放送が終了の予定となっております。

町内におきましてもデジタル放送に移行した場合には、難視聴地域となる恐れのある地区が数地

区ある見込みであります。この場合、地域が共同で共聴施設を新設する場合には、国及びＮＨＫ

からの助成金が地域に交付されることとなっております。国からの助成金は町を経由し地域へ交

付されるため、その負担金として１,４３９万２,０００円の計上であります。また、ＮＨＫから

の助成金は、地域の支払いが完了後、申請手続きを行い、数カ月後に交付されることとなります

ので、その支払いに要する経費を無利子で貸し付けるための貸付金を６５９万４,０００円計上

したところであります。当初予算では横見地区を想定し計上しておりますが、現在総務省では各

地での電波状況の調査を行なっておりますので、その結果を受け、地域により相当の条件や経費

が異なりますので、地域がまとまれば、その都度補正計上し対応してまいりたいと考えておりま

す。 

 ４０ページの情報通信施設管理経費は１,５０７万円の計上であります。昨年９月から全面運
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用を開始いたしました防災行政無線維持管理経費であります。 

 ４１ページの５目財産管理費財産管理一般経費は、公共施設及び公用車の修繕費、保険料等の

計上に加え、指定管理を行っている施設の協定に基づき町が行うべき修繕費として１,０００万

円、備品購入費として２００万円を一括し、昨年より増額計上しております。基金管理経費は、

基金利息の積立金の９６万３,０００円の計上であります。 

 ４３ページをお願いします。６目企画費企画一般経費は１,１５０万８,０００円の計上であり

ます。平成１７年１２月に策定をいたしました周防大島町総合計画の計画期間は、平成１８年度

から平成２７年度までの１０年間であります。その期間の後半に当たる平成２３年度から２７年

度までの５年間の後期基本計画を策定する経費を計上したものであります。男女共同参画プラン

の見直しも行う予定であります。更には、先ほど歳入の説明の際に申し上げましたとおり、過疎

地域自立促進特別措置法が延長される見込みでありますので、過疎計画の見直しも行なう必要が

ありますので、所要の経費を計上しております。また、旅券すなわちパスポートでありますが、

この申請、発給事務が県から移譲される予定でありますので、１０月１日からこの事務を開始す

ることとし、必要経費を計上しております。現在は県の岩国総合庁舎が最も近い窓口であります

ので、町民の皆さんにとりましては、利便性が大きく向上するものと思っております。 

 ４４ページ、投資及び出資金として４００万円を計上しておりますが、岩国空港の早期再開に

向け新たに設立される、仮称岩国空港ターミナルビルディング株式会社への出資金であります。

利便性の確保や交流人口の拡大など、地域振興に大きく寄与するものと期待するところでありま

す。 

 ４５ページのふるさと応援事業は新規計上であります。平成２０年の地方税法の改正により始

まりましたふるさと寄附金制度につきましては、２年間で５５件、約３８８万円の御寄附を賜っ

てまいりました。これに平成２２年度見込みの１００万円を加え、議案第２２号でお諮りいたし

ましたふるさと応援基金に積み立てを行い、適切に管理をし、かつ使途を明確にし活用すること

といたしましたので、その積立金として４８８万円を計上しております。また、この基金から平

成２２年度は１００万円を取り崩し、図書館及び学校の図書充実に活用したいと考えております。 

 ４５ページの７目支所及び出張所経費では９,１８１万円を計上し、各庁舎の維持管理及び工

事請負費、原材料費、小規模施設整備事業補助金により、地域住民からの要望に迅速に対応する

ものであります。工事請負費につきましては、従来の当初予算に比べ１００万円を加えた

２５０万円を計上し、生活に密着した要望におこたえするものであります。なお、東和総合支所

に駐輪場を整備する工事請負費を計上しております。また、各出張所経費に非常勤嘱託員の報酬

を計上しております。 

 ５２ページをお願いいたします。８目電子計算費は、各庁舎を結ぶＬＡＮシステムの通信運搬
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費、電算システムの保守料及び借り上げ料等の計上であります。電算保守管理委託料におきまし

ては、所得税確定申告データ連携のために住民情報基幹システムの改修を行う予定であります。

また、情報端末を６０台更新する予定で、備品購入費を計上しております。 

 ５３ページの９目地域振興費の地域づくり推進事業は１,４５５万３,０００円の計上でありま

す。自治会振興奨励金、地域づくり活動支援補助金が主なものであります。地域づくり活動支援

補助金は、活力と魅力ある町づくりの推進を目的に地域づくりのための事業を公募し、選考によ

り支援をする仕組みに改める予定であります。町人会経費は、各地区の町人会への参加経費であ

ります。 

 ５５ページをお願いします。１０目交通安全対策費につきましては、交通安全に係る啓発経費、

交通安全対策協議会、交通事故相談所、交通安全協会への負担金の計上であります。諸費は

２,４７１万１,０００円の計上であります。県市町総合事務組合を始めとする各種団体への負担

金が主なものであります。 

 ５７ページからは２項徴税費でございます。１目税務総務費の税務一般経費は６８８万

６,０００円の計上であります。地籍図修正委託料１０１万２,０００円、還付金４６０万円が主

なものであります。 

 ５８ページの２目賦課徴収費は、納税通知書の印刷経費及び郵送経費並びに滞納整理に積極的

に取り組むに当たり必要な支払督促に係る経費、あるいは差し押さえ不動産鑑定評価業務、弁護

士業務等の経費を計上いたしました。また、平成２４年度の固定資産評価替えのために、標準地

鑑定委託料として１,４３８万円、国税連携に伴う確定申告支援システムの改修委託料５８９万

円を計上しております。 

 ６０ページの３項戸籍住民基本台帳一般経費でありますが、戸籍総合システム等の保守、並び

に借り上げ料の計上で１,６１６万９,０００円計上であります。 

 ６２ページですが、４項選挙費であります。選挙管理委員会経費は、選挙管理委員の報酬等の

計上となっております。また７月２５日任期満了の参議院議員選挙費を３,０００万円計上いた

しました。 

 ６４ページですが、５項統計調査費は１,３６３万５,０００円を計上しております。平成

２２年度は国勢調査が行なわれることから、６７６万４,０００円の増額計上であります。 

 ６５ページの６項監査委員費は、監査委員報酬等で９８万２,０００円の計上であります。 

 続いて３款民生費になります。まず１項社会福祉費であります。１目社会福祉総務費におきま

しては、６６ページの社会福祉総務一般経費において、町社会福祉協議会への補助金５,１５２万

３,０００円を計上いたしました。また、福祉タクシー利用助成７１５万円を計上いたしました。

利用者が増加したことによる増額計上であります。 
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 ６７ページの民生委員児童委員会経費は、民生委員児童委員の活動費として１,５０７万

６,０００円を計上しております。福祉医療事業は１億８,５３８万９,０００円の計上でありま

す。県制度による重度心身障害者等への医療費助成において、昨年から一部負担制度が導入され

ましたので、これに対する助成を福祉医療費一部負担金助成事業基金で対応することとしており

ます。 

 ６８ページのちびっ子医療費助成事業は１,５０１万２,０００円を計上いたしました。小学生

以下のすべての子供の医療費を無料化するものであります。財源は、平成１９年度及び２０年度

において造成いたしました、ちびっ子医療費助成事業基金であります。 

 ６９ページの福祉センター運営経費は、久賀福祉センターの管理運営経費６０８万５,０００円

の計上であります。 

 ７０ページの社会福祉施設整備事業経費は、各社会福祉施設整備に係る町の債務負担分の計上

であります。 

 ７１ページの２目障害福祉費の障害福祉一般経費につきましては、平成２３年度から２７年度

までの障害者計画策定に係る経費及び各種障害者団体等への補助金の計上であります。 

 ７２ページの障害者地域生活支援事業は、１,５４６万９,０００円の計上であります。 

障害者への移動支援事業、日中一時支援事業、日常生活用具給付事業、訪問入浴サービス事業、

相談支援事業、コミュニケーション支援事業及び自動車運転免許取得費助成事業等の計上であり

ますが、移動支援事業、日中一時支援事業、日常生活用具給付事業につきましては、低所得区分

の障害者の方の利用負担が無料化されることとなっております。 

 ７３ページの障害者自立支援給付費事業は３億１,２８５万８,０００円の計上であります。負

担金として、障害者に対する在宅での介護サービスや施設への入所、通所に要する介護給付費・

訓練等給付費、特定障害者特別給付費、事業所の収入減を補てんする事業運営安定化給付費、送

迎に対する支援としての通所サービス等利用促進給付費、扶助費として補装具費給付費の計上が

主なものであります。なお、介護給付費・訓練等給付費、補装具費給付費につきましては、低所

得区分の障害者の方の利用負担が無料化される予定であります。 

 ７４ページ、障害者区分認定等事業は、介護保険と同様に障害者もその程度を認定する経費と

して、審査会委員の報酬等の計上であります。 

 ７５ページの更正医療事業は７７３万７,０００円の計上であります。３目老人福祉費は、

７６ページの老人福祉一般経費において、はり・きゅう等施術助成事業、寝たきり老人等紙おむ

つ助成事業を引き続き実施することとしております。老人福祉事業は、高齢者生活福祉センター

「しらとり苑」及び「和田苑」の指定管理料、及び養護老人ホームの入所に対する老人保護措置

費の計上であります。敬老会事業は、７０歳以上の方を対象に実施いたします敬老会の経費であ
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ります。 

 ７７ページの介護予防・地域支え合い事業（補助）につきましては、老人クラブへの助成であ

ります。単位老人クラブへの補助金及び老人クラブ連合会が実施する健康づくり事業等への補助

金であります。毎年県の補助額は減額されてきておりますが、町としての補助金は確保しており

ます。介護予防・地域支え合い事業（単独）は、町単独で取り組む事業に係る予算で２,７６０万

１,０００円の計上であります。訪問理美容サービス、食の自立支援事業、外出支援サービス事

業、生きがい活動支援通所事業、緊急通報システム事業、高齢者の地域活動等事業補助を実施す

るものであります。 

 ７８ページの県後期高齢者医療広域連合事業は、４億２,７０４万３,０００円を計上しており

ます。医療給付費の１２分の１を負担する後期高齢者療養給付費等負担金４億２,５０３万

２,０００円、事務費負担金２０１万１,０００円の計上であります。４目国民年金費は、人件費

及び事務費として７３３万９,０００円の計上であります。 

 ７９ページの５目介護保険対策費につきましては、社会福祉法人利用者負担軽減対策、認知症

を支える会補助金の計上であります。職員人件費につきまして、すべて介護保険事業特別会計で

計上したことにより２,３２９万３,０００円の減額計上であります。 

 続いて８１ページ、２項児童福祉費でございます。１目児童福祉総務費のうち、児童福祉総務

一般経費におきまして、昨年から開始いたしました読み聞かせサポート事業を引き続き実施する

こととしております。また、幅広い世代の町民が参加可能なイベントを開催し、ふれあいの機会

を提供することにより子育ての気運を盛り上げるために、子育てイベントを開催する委託料を

３００万円計上しております。 

 ８２ページの児童福祉事業は、屋代小学校の明新小学校への統合に伴い、昨年から１カ所減の

町内６カ所の児童クラブの運営委託料及び母親クラブへの助成金の計上であります。児童クラブ

につきましては、平成２２年度から開設日数が年間２５０日以上で補助対象となりますので、

４カ所が補助対象、他の２カ所は単独での設置となります。児童公園等管理経費は、町内１０カ

所の児童公園の維持管理経費１１５万４,０００円の計上であります。 

 ８３ページの児童館運営経費は、３１７万８,０００円を計上しての久賀児童クラブの運営経

費であります。平日は午後６時までの居残り保育、三期休業中の保育、土曜日保育の実施を予定

しております。 

 ８４ページの子育て支援センター経費は８１万１,０００円の予算をもって、地域の子育て支

援を実施することとしております。 

 ８５ページの子ども手当経費は、子ども手当の給付に要する事務費として１４４万３,０００円

を計上いたしました。２目児童措置費は２億２,２７６万円の計上で、１億４,０４４万円の増額
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であります。児童手当事業として６月に支給する平成２２年２月、３月分の児童手当１,３２０万

円、中学生修了までの児童を対象に一人につき月額１万３,０００円を支給する子ども手当事業

として、４月から１月までの１０カ月分２億９５６万円を計上しております。 

 ８６ページからの３目保育所費は、町内３カ所の町立保育所の運営費として、人件費も含め

１億３,０３８万５,０００円の計上であります。 

 ９１ページをお願いいたします。４目保育所運営費は、私立保育所運営委託料、障害児保育事

業、一時保育事業、延長保育促進事業、地域活動事業、保育の質の向上のための研修事業に対す

る子育て支援特別対策事業補助金の計上で４億１,１３７万１,０００円の予算となっております。 

 続きまして９２ページから、４款衛生費１項保健衛生費になります。１目保健衛生総務費のう

ち９３ページの保健総務一般経費では、情島島民に対する離島巡回診療を引き続き実施するとと

もに、新型インフルエンザへの対応のため消毒液等を購入する経費を計上いたしました。また、

健康増進計画及び食育推進計画策定に要するアンケート調査等の経費を計上しております。 

 ９４ページの母子保健事業であります。妊婦一般健診につきましては、平成２２年度までの措

置として、１４回までを無料化することとしております。また、乳児健診につきましては、生後

１カ月、３カ月、７カ月の健診を行うこととしております。新規事業として、特定不妊治療費助

成金４５万円を計上いたしました。医療保険が適用されない不妊治療につきましては、国及び県

で１回当たり１５万円、年２回を限度に助成を行っておりますが、１回当たり平均３０万円が必

要であり、自己負担が１５万円と高額となることから、少子化の著しい本町といたしましては、

その半額を町独自で助成することといたしました。この支援制度は、県内では初めての取り組み

であります。 

 ９５ページの精神保健事業は、３２０万円の計上であります。精神障害者相談支援事業、精神

障害者地域活動支援センター設置等について、予算計上するものであります。 

 ９６ページの救急医療体制事業は１,２２９万５,０００円を計上し、町内の休日医療体制及び

柳井広域圏の救急医療体制の確立を図るものであります。 

 ９７ページのたちばなケアプラザ管理経費は、光熱水費等ケアプラザの維持管理経費２６７万

５,０００円の計上であります。２目予防費の健康増進事業は、基本健診、節目検診としての骨

粗鬆症、歯周疾患検診及び肝炎ウイルス健診を実施する経費として２８０万３,０００円の計上

であります。 

 ９８ページの検診事業は、がん検診、結核検診等を行う経費で１,９０９万５,０００円を計上

いたしました。一定の年齢に達した女性に無料クーポン券と検診手帳を配布し、子宮がん及び乳

がん検診の受診勧奨を行う、女性特有のがん検診推進事業は新規計上であります。また、町が実

施する集団検診での乳がん検診の自己負担額を減額改定することとしております。予防接種事業
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は、インフルエンザ等の予防接種に係る経費として２,９０３万円を計上しております。高齢者

のインフルエンザ予防接種につきましては、自己負担額を１,０５０円から１,２６０円に改定す

る予定であります。 

 次に、３目環境衛生総務費のうち、１００ページの環境衛生総務一般経費では、住宅用太陽光

発電システム設置費補助金を新規計上しております。なお、ごみ収集ボックス設置補助金につき

ましては、総合支所で行う小規模施設整備事業補助金に集約しております。 

 １０１ページの簡易水道対策事業は、柳井地域広域水道企業団への補助金及び出資金として

４,９６４万９,０００円の計上であります。 

 １０２ページの合併浄化槽設置事業は２,２０９万５,０００円を計上し、合併浄化槽設置に対

し補助を行うものであります。４目火葬場費、火葬場等管理経費は３,６２７万８,０００円を計

上し、町内の火葬場及び斎場の管理運営を行うものであります。また、大島火葬場の解体を行な

うことといたしました。 

 １０４ページからは２項清掃費であります。久賀東庁舎維持管理事業は、環境生活部が執務を

行なっております久賀東庁舎の維持管理経費２８８万８,０００円の計上であります。 

 １０５ページの２目じん芥処理費のうち、じん芥処理経費はごみ収集委託等７,６３５万

９,０００円を計上しておりますが、橘地区の清掃車１台を更新する経費を計上しております。 

 １０７ページ、じん芥処理施設管理経費は、清掃センターの維持管理経費として１億３,３６８万

５,０００円を計上いたしました。施設の運転管理を外部に委託する委託料として３,８００万円

を計上しております。また、清掃センターへの給水用の井戸用地を購入することとし、所要の経

費を計上しております。 

 １０８ページの不燃物処理施設管理経費は２,９３３万８,０００円を計上し、環境センターの

維持管理を行うものであります。資源ごみの選別作業について、賃金での対応から業務委託によ

る対応へ変更しております。 

 １１０ページの３目し尿処理費し尿処理経費は、情島、前島、笠佐島のそれぞれ離島に係るし

尿及び浄化槽の汚泥処理に要する経費の計上であります。 

 １１１ページ、し尿処理施設管理経費の８,８７７万４,０００円は、衛生センターの維持管理

経費であります。清掃センターと同様に、施設の運転管理の外部委託により、効率的な運用に努

めるものであります。 

 １１２ページからは５款農林水産業費１項農業費であります。１目農業委員会費、農業委員会

一般経費は、農業委員の報酬及び委員会の運営経費であります。農地法の改正に伴い農業委員会

の役割が高まり、農地の利用状況調査や利用関係調整、利用集積を図る活動を支援する経費の新

規計上により増額計上となっております。 
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 １１５ページをお願いします。３目農業振興費の農業振興対策一般経費は９６万２,０００円

を計上し、ルーラルフェスタ、農業士、生活改善グループ、農家生活改善士等の活動を引き続き

支援することといたしました。 

 １１６ページの担い手総合支援事業は、５２９万５,０００円の計上であります。担い手支援

センターにつきましては、農地の貸借あっせん、認定農業者の活動支援、帰農営農塾の開催、み

かんサポーターの募集などさまざまな活動を行っているところであり、引き続き担い手育成総合

支援協議会への支援を行っていくこととしておりますが、新規就農者育成補助金として１８０万

円を計上しております。特産対策事業では２,２８７万１,０００円を計上し、本町の基幹産業で

ある柑橘栽培を支援することとしております。柑橘病害虫特別対策事業、特殊害虫緊急特別対策

事業、需要にこたえる園芸産地構造改革対策事業を引き続き実施する予定であります。鳥獣被害

防止施設等整備事業補助金１５０万円は、近年拡大傾向にあるイノシシの被害対策として設置す

る防護さく等について、事業費の半額を１件当たり５万円を限度に助成するもので、新規施策で

あります。 

 １１７ページの中山間地域等直接支払い事業は、平成２２年度から５年間の第３期対策が始ま

りますが、１,９６５万２,０００円の計上で、５０地区の集落協定地区を対象にした予算計上で

あります。 

 １１８ページの農産物等加工施設管理運営経費から農園施設管理経費までは、各農産物加工施

設等の維持管理経費でありますが、産地形成促進施設管理運営経費におきまして、缶締め機の修

繕費を計上しております。 

 １２０ページの地産地消実践推進事業は、地産地消実践推進プロジェクト委員会へ５０万円を

負担し、地産地消のシステムづくりを行うものであります。 

 １２１ページの４目畜産業費は、東部地区家畜診療所への負担金、酪農振興補助金が主なもの

であります。 

 １２２ページの５目農地費の農地一般管理経費は１,１１３万１,０００円の計上でありますが、

工事請負費を５００万円計上し、住民要望へこたえるものであります。 

 １２３ページの排水施設管理事業は６６５万２,０００円の予算で、農林課所管の町内１１カ

所の排水施設の管理を行うものであります。 

 １２４ページの県営農業基盤整備事業は、県が実施いたします中山間地域総合整備事業等の負

担金で３,７１１万６,０００円の計上であります。農地・水・環境保全向上対策事業は１１６万

６,０００円の計上であります。農地や農業用水等の資源や農村環境を守り質を高めるために、

地域共同活動を行なう４カ所の地域協議会を支援するものであります。広域農道管理事業

４２３万５,０００円は新規事業であります。昭和４７年から取り組んでまいりました広域営農
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団地農道整備事業が完成し全線開通の運びとなり、県から最終区間の財産移譲を受けることとな

っております。したがいまして、この農道の維持管理経費の計上で、主にはトンネルの維持管理

経費でありますが、本年度は開通式典の経費を計上しております。 

 １２５ページからの７目農村環境改善センター費は、蒲野、沖浦、油田、白木の各農村環境改

善センターの管理経費で１,２９５万７,０００円の計上であります。 

 １３０ページをお願いします。２項林業費１目林業総務費の有害鳥獣捕獲事業におきましては、

タヌキ、イノシシ等の有害鳥獣を捕獲するための委託料等５９８万７,０００円の計上でありま

す。イノシシは増加、タヌキは減少傾向にあります。 

 １３１ページの２目林業振興費、森林整備地域活動支援交付金事業は、森林の持つ多面的機能

を維持することを目的に、森林整備を図るための交付金であります。 

 １３２ページからは３項水産業費となります。 

 １３３ページの２目水産業振興費、水産振興対策事業は４２７万円の計上であります。漁業近

代化資金利子補給金、合併漁協・漁家経営安定資金利子補給金、内海東部地区水域環境保全創造

事業負担金を計上しております。 

 １３４ページの単県農山漁村整備事業（水産振興）は１３１万円を計上し、たこ産卵施設整備

を行うものであります。種苗放流育成事業は７３４万円の計上でありますが、種苗放流に係る種

苗購入経費を漁協への補助金で対応することとしております。環境・生態系保全活動支援事業は

８０万６,０００円の計上であります。藻場・干潟等の保全活動を実施する組織に対し、国・

県・町で交付金を交付し活動を支援するものであります。 

 １３６ページの３目漁港管理費は５,０５３万３,０００円を計上し、町内各漁港施設の維持管

理を行うものであり、工事請負費４,３００万円が主なものであります。 

 １３７ページの４目海岸保全事業は、継続事業の和田地区、森野地区、白木地区に加え、新規

に志佐地区の海岸保全整備事業を実施することとし、人件費も含め２億６,２２２万７,０００円

の計上であります。 

 １３９ページからは６款商工費であります。１目商工総務費、商工総務一般経費において、国

の景気・雇用対策に対応した緊急雇用創出事業として、賃金２,６０３万１,０００円を計上して

おります。中高齢者等に就業の機会を提供するもので、町有施設の草刈りなどを想定しておりま

す。委託料のふるさと雇用再生委託料は、新たな雇用の創出を目指すものであり、文化交流セン

ター資料整理等を実施する予定であります。緊急雇用創出事業委託金は、新規計上であります。

介護分野等の人材を育成するものであります。 

 １４０ページの２目商工業振興費、商工振興事業は、周防大島町商工会への商工振興事業補助

金１,１７５万円と商工業者へ対する利子補給等、融資事業に係る予算の計上であります。 
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 １４１ページの交通対策事業は、自治会が設置するバス待合所設置に係る補助金３２万円、生

活交通路線維持負担金２,４１４万２,０００円の計上が主なものであります。 

 １４２ページの廃止バス路線代替運行事業は、奥畑線に係る生活バス路線対策補助金、

５２０万１,０００円の計上であります。離島交通対策経費４４２万７,０００円は、笠佐航路の

運航経費であります。 

 １４３ページのウインドパーク管理運営経費は９６９万３,０００円を計上し、ウインドパー

クの管理運営を行うものであります。屋外トイレの下水道接続工事費を計上しております。 

 １４４ページの竜崎温泉管理運営経費は、５９１万６,０００円を計上いたしました。源泉水

中ポンプの購入とその取りかえ工事、指定管理回数券利用負担金の計上であります。 

 １４５ページのながうらスポーツ滞在型施設管理運営経費は、１,６６３万４,０００円の計上

であります。平成２２年度で指定管理期間が満了いたしますので、公募による指定管理者の選定

に要する委員報酬等を計上するとともに、指定管理料１,４７０万円を計上しております。中小

企業従業員住宅管理経費は、１５４万円の計上であります。火災警報器の設置経費を計上してお

ります。 

 １４６ページの３目観光費のうち観光一般経費は、東和地区の陸奥記念館、陸奥野営場及びな

ぎさ水族館の３施設並びに青少年旅行村、サンスポーツランド片添及び片添ケ浜温泉遊湯ランド

の３施設に係る指定管理料を８２０万円計上するとともに、体験交流型観光推進事業の経費を

２５３万８,０００円計上いたしました。体験型修学旅行の誘致など体験交流型観光を推進し、

交流人口１００万人を目指すものであります。受け入れインストラクターの研修や誘致活動等を

実施することとしております。さらに、周防大島観光協会への補助金を１,９７２万５,０００円

計上しております。周防大島フォトコンテストを新規に実施する予定であります。また、観光振

興事業補助金として４８０万円を計上しておりますが、再編交付金により造成した観光振興事業

助成基金を取り崩し、観光協会を通じて実施するイベントへの助成であります。 

 １４８ページの公園等管理経費につきましては、屋代ダム公園等の管理経費、町が県から指定

管理者として指定されております片添ケ浜海浜公園について、社団法人東和ふるさとセンターへ

再委託することとして、その委託料を計上しております。 

 １４９ページのやしろ郷ふれあいの里事業は、フィッシングビレッジやしろ郷及び自光寺ピッ

コロランドにつきましては、引き続き休止することとし、周辺の草刈り業務及び借地料の計上で

あります。 

 １５０ページの星野哲郎記念館管理運営経費は、１,５１９万円の計上となっております。入

館者を建設当時の計画である２万６,０００人と見込んでの維持管理経費の計上であります。 

 １５１ページから７款土木費となります。 
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 １５３ページをお願いします。１５３ページの原石山管理事業は３,４１５万３,０００円の計

上であります。残土搬入が終了した場合の整備のための工事請負費を計上しております。 

 続いて１５４ページの２項道路橋りょう費１目道路橋りょう維持費につきましては、町道維持

管理に係る賃金、工事請負費、工事原材料費の計上であります。工事請負費を４,３００万円計

上し、住民生活に密着した生活道等の整備に当たるものであります。また、街灯の維持管理経費

もあせて計上しております。 

 １５５ページの２目道路新設改良費の道路新設改良事業におきましては、町道天満東線の工事

請負費等４,１７９万円の計上であります。県事業負担金（道路等）は、庄南地区ほかの道路改

良に係る負担金として３００万円を計上いたしております。 

 続いて１５６ページの３項河川費では、１目河川管理費、河川施設管理経費に６７４万

９,０００円を計上いたしましたが、水門、陸閘の管理経費及び新浜排水ポンプ施設改修工事ほ

かの工事請負費が主なものであります。２目河川建設費の河川整備事業は、自然災害防止事業と

して実施いたします小積川改修に係る工事請負費が主なものであります。県事業負担金（河川）

では、自然災害防止事業、急傾斜地崩壊対策事業、海岸高潮対策事業等の県事業負担金として

２,０８８万円の計上であります。 

 １５７ページの４項港湾費のうち１目港湾管理費は、各港湾の樋門、ポンプの管理委託料が主

なものであります。小松開作地区の排水ポンプ施設の管理委託料が増額となっています。 

 １５８ページの２目港湾建設費、港湾に係る県事業負担金は、海岸侵食対策事業、海岸高潮対

策事業等の県事業負担金として１,９３８万８,０００円の計上であります。 

 次に１５９ページ、６項住宅費であります。１目住宅管理費、公営住宅一般管理経費として

２,３５９万３,０００円を計上いたしました。公営住宅の善良な管理を行うための通年予算の計

上であります。 

 １６１ページからは、８款消防費であります。１項消防費１目常備消防経費は、柳井地区広域

消防組合への負担金３億４,９０２万３,０００円の計上であります。前年度と比べ５,３４９万

８,０００円の増額となっておりますが、通信指令台の更新に多額の経費を要することによるも

のであります。非常備消防経費では、消防団員に対する報酬及び出務手当、消防団員補償等組合

への負担金の計上に加え、団員用のヘルメット、消防ホースの更新に要する経費として７,１８９万

３,０００円を計上いたしました。 

 １６３ページの３目消防施設費は、地元要望による防火水槽１カ所、消火栓２カ所の設置経費

として９１４万円の計上であります。災害対策費は１,８４５万２,０００円を計上し、本年度も

引き続き木造住宅の耐震診断を実施いたします。 

 また、耐震診断の結果、改修が必要とされた方が改修を実施する場合に、上限を６０万円とし
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てその経費を助成する補助金を５戸分３００万円計上いたしました。また、各総合支所に配布す

る毛布等の災害備蓄品購入に要する消耗品費、及び避難所用の発電機付投光機を購入する備品購

入費を計上し、災害に備えることとしております。 

 １６４ページの防災センター運営費は、県からの指定管理を受け２,３８１万８,０００円を計

上し、大島防災センターの管理運営を行なうものであります。昨年完成した防災広場の管理経費

が増額となっております。 

 １６６ページからは９款教育費であります。 

１項教育総務費では、１６７ページの教育総務経費におきまして、統合後の校舎の活用を検討す

ることにしております。 

 １６８ページの教職員住宅管理経費には、通常の管理経費に加え、火災警報器の設置経費を計

上しております。 

 １６９ページの学校教育経費では２,９０１万５,０００円の予算額でありますが、賃金

３２４万８,０００円を計上し、町内４校において特別支援教育支援員を配置することといたし

ております。また、学校安全体制の指導を行うスクールガードリーダーの設置経費、学力向上の

ための集合学習に要する経費を計上しております。 

 １７０ページの小学校統合経費は、議案第２７号でお諮りいたしましたとおり、平成２３年

４月に椋野小学校を久賀小学校へ統合することといたしましたので、閉校となる椋野小学校の記

念式典、あるいは閉校記念誌の作成経費等の予算の計上であります。 

 １７１ページからは２項小学校費であります。１目学校管理費の小学校管理事務局経費は町内

１３小学校の光熱水費、電話料等の通信運搬費、学校警備等の委託料、借地料など５,３６４万

５,０００円の計上でありますが、耐震２次診断によりＩＳ値が０.２７との結果となりました油

田小学校屋内運動場の耐震補強診断及び実施設計を行うこととしております。 

 １７２ページの小学校事務局経費は、学校医報酬、各種健診等で７５７万８,０００円の計上

であります。 

 １７３ページの久賀小学校経費から１８１ページの安下庄小学校経費までは、１３小学校の運

営に係る学校用務員の賃金、軽微な修繕費等の計上でありますが、学校用務員につきましては、

教頭あるいは事務職員の配置がない学校のみで雇用することとしております。 

 １８２ページをお願いいたします。スクールバス管理運営経費は、４,５８２万１,０００円の

計上であります。スクールバス白木線の運行委託料に加え、屋代小学校の統合により１路線増の

スクールバス４路線５系統の運行委託料を計上いたしました。また、椋野小学校の統合に備え、

スクールバス１台を購入することとしております。２目教育振興費は４,７４２万４,０００円の

計上でありますが、再編交付金を活用してのパソコン及び周辺機器購入３,２００万円、就学援
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助費５５５万２,０００円、各小学校の教材備品等購入に係る経費の計上であります。 

 １９０ページをお願いいたします。３項中学校費であります。１目学校管理費、中学校管理事

務局経費は、２,７７６万５,０００円を計上しております。光熱水費、借地料等が主なものであ

りますが、久賀中学校の耐震２次診断の結果を受けて、耐震化の方法を検討する調査業務委託料

として８０万円を計上しております。 

 １９２ページの中学校事務局経費は、学校医の報酬、各種健診、遠距離通学補助が主なもので

あります。防犯対策として、全校生徒に反射チョッキを配布する予定であります。 

 １９２ページの久賀中学校経費から１９５ページの安下庄中学校経費までは、町内５中学校の

管理費の計上であります。学校用務員につきましては、小学校と同様の視点での計上であります。 

 １９６ページをお願いいたします。大島中学校屋内運動場改築事業費は１億２,４１２万

２,０００円を計上しております。平成２１年度３月補正と合わせ４億８７２万２,０００円の事

業費を予定しております。 

 １９７ページの２目教育振興費、中学校教育振興一般経費は１,１６０万４,０００円の計上で

あります。県体等派遣補助金、中高一貫教育補助金、就学援助費の計上であります。 

 １９７ページから２００ページまでは、各中学校の教育振興経費でありますが、新学習指導要

領により和楽器に触れ合うことを目的に、三味線を購入することとしております。 

 また、１９８ページの外国青年英語指導事業において５９２万１,０００円を計上し、青年英

語指導助手１名の派遣を受けるとともに、平成２３年度の小学校の英語授業の準備として、英語

指導を委託する経費を計上しております。 

 ２０１ページからは４項社会教育費であります。１目社会教育総務費、社会教育振興経費では、

社会教育指導員を廃止し、臨時職員で対応することとし、その賃金を５０４万８,０００円、ス

ポーツ・文化等の全国大会への参加者を激励するための報償費５０万円、派遣社会教育主事１名

分の負担金、婦人会への活動補助金等を計上いたしました。 

 ２０３ページの青少年健全育成事業では、成人式の開催経費及び町内小学校の６年生を対象に、

大島商船高専の大島丸を借り上げ実施する洋上セミナーの補助金、青少年育成町民会議への活動

補助金を計上いたしました。また、児童クラブのない小学校区において、小学校６年生までを対

象に行なう放課後子供教室の経費を計上いたしました。 

 ２０４ページのふるさと文化推進事業は、生涯学習発表大会等の開催経費と、周防大島文化振

興会への補助金１００万円の計上であります。 

 ２０６ページの公民館費は、大島、久賀、椋野、東和、橘、日良居の各公民館及びかんころ楽

園の管理運営経費及び人件費として８,８３２万２,０００円を計上し、生涯学習の推進を図ろう

とするものであります。 
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 ２１０ページをお願いします。図書館費では、職員人件費及び賃金を始めとして、各図書館の

運営経費、図書購入費を合わせ２,９９７万９,０００円の計上であります。 

 ２１３ページからは５目社会教育施設費であります。大島文化センターを始めとする町内の各

種社会教育施設の管理運営経費の計上でありますが、日本ハワイ移民資料館管理運営経費及び八

幡生涯学習のむら管理運営経費におきましては、昨年の指定管理者公募の結果、指定管理料が増

額計上となっております。 

 ２２０ページをお願いします。５項保健体育費であります。１目保健体育総務費、保健体育一

般経費では、各地区で行うスポーツ行事に係る経費として、大島郡体育協会への補助金６０７万

８,０００円を計上しておりますが、賑わいの創出に向け、スポーツ合宿の誘致を積極的に推進

する経費を含めております。また、大島一周駅伝他のイベントを支援する観光振興事業補助金

５７４万１,０００円を観光振興事業助成基金を取り崩し計上いたしました。 

 ２２１ページの国体経費は、新規に事業として計上いたしました。御承知のとおり、平成

２３年においでませ山口国体が開催され、本町ではアーチェリー大会を開催する予定となってお

ります。本大会に向け組織体制を強化するとともに、リハーサル大会として開催する高校総体中

国地区予選会の開催経費、防矢ネット購入経費等を合わせ１,２３５万３,０００円の計上であり

ます。 

 ２２２ページからの２目体育施設管理費、町民グラウンド管理運営経費は、各グラウンドの管

理経費及び大島グラウンドの整地工事費の計上により５２９万４,０００円の予算となっており

ます。海洋センター管理運営経費におきましては、Ｂ＆Ｇ財団から１,０００万円の助成を受け

て行なう、艇庫のトイレシャワー更衣室の新築工事費を計上いたしました。また、インストラク

ター養成研修参加経費も計上しております。 

 ２２４ページからの健康管理センター管理運営経費、総合体育館管理運営経費、陸上競技場管

理運営経費、日良居体育館管理運営経費は、各施設の維持管理経費の計上であります。 

 ２２６ページの３目学校給食費は、町内４カ所の学校給食センター並びに浮島及び情島の給食

調理場の管理運営経費を合わせて１億３,０９１万２,０００円の計上であります。 

 ２３２ページをお願いいたします。１１款公債費では、町債の償還元金２１億３,０１８万

５,０００円及び利息４億６,５５５万７,０００円に一時借入金利息として５００万円を見込み、

合わせて２６億７４万２,０００円の計上であります。対前年７,８３８万円、２.９％の減とな

っております。 

 ２３３ページの１２款諸支出金１項繰出金１目繰出金では、説明欄にありますとおり、国民健

康保険事業特別会計から公営企業局企業会計まで各特別会計への繰出金として、３２億９,９３８万

８,０００円を計上しております。国民健康保険事業特別会計への繰出金につきましては、国保
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会計の収支状況を踏まえ、任意の繰出金として６,０００万円を計上しております。公営企業局

企業会計繰出金１３億７,５８８万８,０００円のうち、大島病院新築移転事業分は６億

９,５９０万円であります。 

 ２３４ページの予備費では、３,０００万円を計上しております。 

 ２３５ページからは、給与費明細書であります。 

 ２４３ページは地方債に関する調書、２４４ページは債務負担行為に関する調書となっており

ます。 

 以上で、議案第１号平成２２年度周防大島町一般会計予算につきまして、補足説明を終わりま

す。何とぞ慎重御審議の上、御議決を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 以上で終わります。 

○議長（荒川 政義君）  説明を終わります。暫時休憩をいたします。 

午前10時47分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時02分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 これより質疑に入ります。質疑につきましては、歳入と歳出を分けて、それぞれ一括質疑で行

います。なお、質疑につきましては、ページ数の御指示をお願いいたします。 

 歳入についての質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  まず、歳入のうち町税について質問しますが、今年度の見込みで

あります。普通徴収、給与特別徴収、年金特別徴収及び分離退職、滞納繰越分等について、何人

を見込んでいるのかという点を聞いておきたいというふうに思います。ページ数は５ページです。 

 次に地方特例交付金、減収補てん特例交付金、これは今年度発生する部分に対する特例交付か、

それとも以前にかかわる特例交付か、ちょっとわかりにくいので補足説明を求めておきたいとい

うふうに思います。これはページ数が９ページです。 

 次に１０ページでありますが、分担金及び負担金で児童福祉費負担金がありますが、子供たち

の保育料について、今年度も負担調整率７０％ということで予算組みをされたのかどうなのか。

また、先ほど補足説明で７階層から８階層ということでありますが、この影響について、どのよ

うに見ているのか聞いておきたいというふうに思います。 

 次に、総務費国庫補助金についてです。これは歳出で横見地区の電波障害対策ということであ

りますが、この基準額の見方について補足説明を求めておきたいというふうに思います。これは

１６ページです。 

 以上、よろしくお願いいたします。 
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○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  私のほうからは、町民税についてお答えいたします。 

 積算の人数はということでございますが、まず町民税個人でございますが、現年課税分普通徴

収３,３００人、給与特別徴収３,１００人、年金特別徴収１,８００人、分離退職５５人でござ

います。滞納繰越分につきましては、普通徴収分８８８人、特別徴収分３５社ということでござ

います。法人につきましては、現年課税分が３０９社、滞納繰越分が３４社でございます。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  私のほうから地方特例交付金、９ページですか、地方特例交付金に

ついての御質問がございましたけれども、減収補てん特例交付金、これは今年度分の減収に対す

る措置です。今年度の住宅ローン減税とかの影響額に対して交付されるものでございます。 

 それともう一点、地デジの国庫負担補助金の御質問ですが、これの考え方、基準ですけれども、

総事業費に対しまして基本的には世帯に対する負担も引きますけれども、基本的には事業費の

３分の２が補助されるということでございます。 

○議長（荒川 政義君）  田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  まず２２年度の町の負担率ですが、今現在の試算では約４３％

の減額の予定であります。来年度については、例年よりは少し多い減額になっております。 

 それから８階層をつくったことで影響があるのかという御質問ですが、今のところ８階層にな

ろうかという対象児童については１名、ほとんど影響はないということです。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  次に、地方交付税について聞きます。これも補正で前年度分聞い

たように、実際的な今年度で基準財政需要額そして収入額、その基本部分と特定目的分という考

え方で、答弁をお願いしたいというふうに思います。 

 次に、これは出と入りと関係あるわけですが、実際的には星野哲郎記念館収入についてであり

ますが、きのうも補正で議論ありましたように、実際的には前年度並みに組んだところで、基本

はそれほど入らないということであります。実際的には、補足説明では前年度並みの組み方をし

たという説明じゃなかったかと思いますが、私のほうが聞き違いじゃったら再答弁を求めておき

たい。入りのほうです、実際的な見方です。お願いします。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  普通交付税の算出の根拠の御質問だったかと思いますけれども、ま

ず基準財政需要額、これは８７億２,０００万円ばかりを見込んでおります。それから基準財政
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収入額、これを約１４億円と見込んでおります。したがいまして、この差し引きで７３億

２,０００万円というのが、当初予算の計上額でございます。 

 特定目的分についての御質問でございますけれども、これは公営企業局分、これが病院の病床

割あるいは昨年からの救急病院が普通交付税に来たこと、それから看護師養成所、それから企業

債の償還部分、こういったことを踏まえまして、約５億５００万円ばかりを見込んでおります。 

 それから起債の償還分、公債部分、これを約１５億円ばかりを見込んでおります。 

 それから、あと２０年度から始まっています地方再生対策費、これが約２億４００万円を見込

んでおります。 

 それから、２２年度で新たに発生します地域活性化・雇用等臨時特例費というのがございます

けれども、これが２億１,３００万円ばかりと見込まれています。これにつきましては、２１年

度措置されておりました地域雇用創出推進費、これに振りかわるもんでございますけれども、こ

ういったものが特定目的分といえる部分だろうと思っております。 

 そういったことを加味しましての予算計上ということでございます。 

○議長（荒川 政義君）  平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  星野記念館の入場料ですが、２１年度の見込み客を２万

６,０００人といたしまして２２年度の算定をしております。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑は。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  ええわ、歳出で聞く。ごめん。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 続きまして、歳出の質疑を行います。質疑は、全款一括で行います。歳出について質疑はござ

いませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  歳出部分について、議長のほうがページ数を指定してということ

でありますが、できれば当初予算の概要に基づいて質疑をしたいというふうに思います。大体概

要について、金額的なものを書いておりますので、これで十分所管課のほうは答弁ができるんで

はないかというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 まず、先ほど補足説明でありました１１ページ、ふるさと応援事業、これは５９６万円ですが、

これ結局図書費ということで計画されておるようですが、ふるさと応援事業ですね、実際的には

どういう使い方をするのか。四つの図書館があります。その中で均等にやっていくのかどうなの

か、この点で答弁を求めておきたいというふうに思います。 

 それと、あと事業概要１１ページ以降出てくる分では、各所管課のほうに聞きたいというふう
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に思いますが、一つは後からになるかもわかりませんが、教育委員会関係でまず聞きたいと思い

ます。小中学校の就学援助の実態、今年度予算を組むに当たって、小中学校それぞれ何世帯を考

えておられるのか。また計上されたのかということです。 

 それと、用務員について先ほど教頭等がおられるところは、今回なくしたんだということであ

りますが、実際的に廃止した学校、そしてそのまま継続した学校、それぞれ小中学校名で報告を

お願いしたいというふうに思います。 

 次に、総務関係では、今回岩国空港に対する出資、これは議会運営委員会の後に報告されたわ

けなんですが、実際的にこの運行で今後の負担がついて回るのかどうなのかという点です。例え

ば、今何も決まってない中で先に出資を決める予算があります。そういうことになると、運行時

間によってもかなりの差が出るということも起こり得るし、また予定人員が乗らなかった場合、

実際的には地方自治体に対する新たな負担、例えば要請という格好で来るんではないかという点

が危惧されますが、実際的にはどのように考えておるのか、その点を聞きたいというふうに思い

ます。 

 それと、先ほど教育委員会のほうに聞き忘れましたが、国体の関係です。今現、とてもじゃな

いが、県が来年の開催に向けてどのぐらい、例えば市町村、周防大島町に負担要請が来るのか、

私はもうはかり知れない部分があります。そうしたときに、今年度１,２００万円ですか組むと

いうことになると、かなりの多額になるんではないかというふうに考えられますが、実際的には

どのようにとらえておられるのか聞いておきたいというふうに思います。 

 また、観光協会に対する、これは商工観光課ですけど、基本的には金額の根拠について、

４８０万円とそれぞれそういった事業費を組む団体補助等がありますから、総額でかなりの多額

になる。昨年よりは若干絞っておると言っても、イベント等についてはまたふえておるように見

受けられます。その辺について、補足説明を求めておきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  私のほうから、先ほどのふるさと応援基金の件でございますが、図

書館あるいは学校図書室についての図書購入費でございますが、今のところ教育委員会を通じて

購入計画を立てていただくということにしております。 

 それと、岩国空港の民間空港の件でございますが、新たな負担があるのではないかということ

でございますが、今のところ私どもが聞いている話では、町を中心として第三セクター整備とい

うことで、ランニングコストを抑えつつ空港利用の良好なサービス提供をして、堅実な運営を行

うということで御回答をいただいております。 

 また、出資が５億円でございますけれど、御存じのように滑走路部分とかターミナル部分とい
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うのは、出資した会社がつくるというものではございません。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  教育委員会関係につきまして３点ほど御質問いただきました。 

 まず、校務員の関係でございますが、２２年度予算で学校用務員という形で配備をしていこう

という考え方でありますが、浮島小学校と情島の小中学校、この２校については１日勤務で事務

ができる学校用務員という形でございます。それから、椋野小学校、三蒲小学校、沖浦小学校、

和田小学校、この４校については４時間勤務で事務ができる学校用務員というふうに想定をいた

しまして、予算立てをお願いしております。 

 次に、就学援助の関係でございますが、小学校、中学校それぞれ新入学用品とか通学用品とか

相当ばらつきがございますので、基本的に新入学用品という格好で計上しておりますのが、小学

校でいきますと１５人、それから学用品等々を含めまして１年生から６年生までということで

７０人、通学用品等でいけば５５人とか、そのほかに校外活動、宿泊を伴わないもの、あるいは

宿泊を伴うもの等々がございますので、その中での人数ということで算定をしております。 

 ただし、ことし年度の途中になると思いますけれども、いわゆる父子家庭等々も対象になると

いう話もございますので、そのあたりの数字もプラスアルファということで想定して、カウント

計上しております。これが小学校でございます。 

 中学校については、同様の形で１年生が１８人、１年生から３年までの学用品等々で５０人、

そのほか通学用品が３０人、校外活動の宿泊を伴わないもの、あるいは伴うものということで人

数分け、プラス父子家庭という形での予算の計上をしてございます。あくまでもこれは申請とい

うことでございますので、正式にカウントがどうなるかというのはわかりません。 

 それからもう一点、国体の関係の負担ということでございまして、ことし２２年度にプレ国体

がございまして、２分の１の県補助という形で予算計上してございます。したがって、ことし総

額約１,２００万円、そのうちの６００万円は来るよということでございます。 

 それから２３年度に国体の本番がやってまいります。これについては、県のほうから３分の

２の補助が来るというふうに聞いております。中身等については、まだまだ今から詰めていく段

階でございますので、町としても持ち出しを少なくするということで、ぎりぎりに詰めていきた

いというふうに考えております。 

○議長（荒川 政義君）  平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  観光協会への補助金の金額の根拠ということでございますが、

これは当初、観光協会の補助金ということで補助する額を一番初めの年にそれぞれ詳細に積算を

して、これを決定しております。それ以降、そのイベントはふえております。人件費等につきま

しては変わっておりませんけれども、イベントについては本年度であれば、フォトコンテストが
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１５０万円というような事業費はふえております。 

 ただ、事業費がふえておりながら、その事業については１５０万円なら１５０万円以上という

ふうな精算が出てきておりますんで、その点は本来であれば人件費も上げていくべきではなかる

まいかというんですが、そこらは抑えてお願いをしておるところでございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  今まで議会議論の中で、また議会外での議論の中で、町長等にた

びたび指摘してきたところですが、本年度も補助金支出を観光協会を通じて支出するという部分

があります。イベント部分という部分は、とりわけ実際的には観光協会を通じて出すと。そして

予算額もふえているということになると、実際的にそういう出し方自体が、補助金の不明朗化に

つながらないかということをたびたび言うてきました。 

 言いますのが、補助金が渡しきりになったらいけない。また、監査もきっちりできるというの

が、補助金の流れであります。 

 先ほど明確な答弁がありませんでしたが、最初の年に協議して決めて、その流れの中で決定し

とると言うが、私はイベントなんかが使う予算になったらいけないという立場を持っております。

いわゆる補助金支出するゼロ決済という格好になったらいけない。やっぱり補助金の性格からす

れば、町が責任をもっとその中身について支払い、支出、また最後の部分についても、本来なら

きちっと見んと、これはそういう補助金支出の形態をもっていけば、町の監査委員自体もその補

助金の中身が見えなくなってくるおそれがあるんじゃないかという点があります。その点では、

やっぱり先ほど補足説明では、今までのやり方を踏襲するような言い方がありました。その点で

は、やっぱりどういう町長が考え方を持っておるのか、このやり方、補助金の支出の仕方をいつ

までこういうやり方をするのかが、非常にわかりにくい。先ほど、そういう補助金の支出方法と

いうことがありましたので、町長の答弁を求めておきたいというふうに思います。 

 それとあわせて、先ほど観光協会のほうに対する補助金で明確な答弁になっておりません。と

いいますのが、例えば４８０万円については、こういう規模で予算を組んだと。それでその他

１,０００万円を超える金額についても補助金ですから、どういう基準で組んだということは当

然答弁すべき内容ではないか。 

 また、決算のときも私はその点では議論しておりますので、予算を組むとき、補助金を組むと

きは、やっぱり明確にしとかなにゃいけんと。それでまたなぜふえたのかというところも明確に

しとかにゃいけんというふうに思いますので、再答弁を求めたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  それでは、補助金の内容についてでございますが、観光協会の

振興事業、これに２３３万５,０００円、商工観光課の所管事業、これに３９８万３,０００円、
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周防大島まるかじりに６０万円、周防大島フォトコンテストに１５０万円、大島駅管理費に

２８０万円、人件費が９９０万７,０００円ということでございます。 

 それと、４８０万円につきましては、観光振興事業補助金ということで別枠で設けております。

これが再編交付金の分でございますが、中身につきましては、お大師堂めぐり歩け歩け大会

１２７万円、ふるさとくか夏まつり１３１万円、周防大島花火大会、これが１３２万円、観光パ

ンフレット作成、これが９０万円、それで、４８０万円。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  観光協会の補助金のことについてのお尋ねでございますが、当然観光協

会からは前年度の決算をいただきまして、その決算の内容を正確に精査して、それをもって新年

度の予算に反映しているというところでございます。 

 また、今イベントのことにつきまして、イベントの補助について観光協会を経由してから補助

するよりも直接経由したほうがいいではないかというような意味であろうと思われますが。今の

イベントは、旧町からずっと各町でやっておられたイベント事業を新町として選択して、残すも

のと廃止するものというふうにして新町で取り上げたイベントでございまして、非常にもう根づ

いておるわけでございまして。 

 その中身っていいますと、当然補助金以上に各そのイベントの実行委員会のほうで費用を寄附

とか集めておるわけでございまして、その一部を補助するという形になっておるわけでございま

して、当然そのイベント経費を上回るような補助が出ておるということはありませんし、当然そ

れらにつきましても、そこそこの実行委員会の決算をもとに観光協会も支出してるわけでござい

ます。 

 町が支出することと観光協会が支出することと、どうなのかといいますと、そういう提携的な

部分でございますから、町が観光協会に補助して、観光協会で一括して観光イベントに対して補

助してもらうと。要するに、これも一つの効率性ということになるんではないかというふうに思

っているとこでございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  そういう場合は私は効率性とは言わないというふうに考えており

ます。例えば補助金の支出形態がいわゆる途中を通じていくというのは、私は逆に補助金そのも

のが性格的なものが不明朗化につながる。これは他の例えば部分でも一緒であります。やっぱり

直接イベント実行委員会に支出しても何ら問題がないわけですね、実際的に。いわゆる実行委員

会補助とすると何か具体的な問題があって、補助金支出要綱のここに抵触するからこういう出し

方しかないんだというならまた別ですが、今のところそれはないんではないか。 

 議会、議員の立場からすれば、やっぱり補助金支出がきちっと見定められるような支出形態、
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これをとるべきなんだというのが質疑のポイントなんです。 

 ですから、例えば今回４８０万円にしても、今答弁されたように実行委員会をつくって、参加

費徴収をして、その他寄附徴収をして予算を組むわけです。それで、予算を組んだ上で、町民の

皆さんにイベントをお知らせするわけですよ。本来なら。例えば、その団体、団体がいわゆる不

足部分に対して一定の補助するというのは理解ができますが、実際的には渡し切り範囲に入って

しまうと、補助金が。確かに言われるように、それ以上の参加費を集めてやるわけですから、当

然その点は当たり前のことなんですが、各種実行委員会が実際的に必要な予算を組んで、不足部

分をいわゆる補助してくれないかというお願いならまだ実際的には流れですが。 

 いつの間にか５０万円水準でしたか、花火大会で一定程度議会に対して陳情・請願が出てきま

したが、そのときも議会はかなり慎重な取り扱いしたはずなんです。ほいじゃけ、いつ時点から

やっぱり今年度からそういうふやし方をしたちゅうのも非常にわかりにくい。ほいじゃけ、まず

議会に対しては、規模、予算、本来ならそれぞれの実行委員会が計画する予算の状況、そしてそ

れに対する補助、これをある程度議論できるものがなければ補助金支出としては非常に私は不明

朗になる、それは合理的とは言えないという点を明らかにしときたいというふうに思います。こ

れは、私はそういう支出形態は近い将来やめんと、補助金が不明朗になったり、渡し切りになっ

たり、８０万円渡したら８０万円使いましたという内容になってくると。 

 また、人件費部分を私は精査がどうされたのかが非常にわかりにくい部分があります。例えば、

人件費についてもきちっとした雇用形態が幾ら、それで実際的なパート的運用が幾ら、これは団

体補助ちゅう格好で出しちょるかもわかりませんが、やっぱりそれはきちっと議会の中で、それ

委員会でもいいんですが、きちっと報告、答弁を求めたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  全く不明朗な点はないと思っております。と申しますのは、例えば各実

行委員会の中で、当然その寄附とか会費とかは集めておるわけでございまして、それらの決算は

すべて観光協会のほうに出ておりますし、また私たちもそれをチェックすることは十分できます。 

 今言われるように、例えば補助金を１００万円出したら、その１００万円の中の範囲内でもで

きるじゃないかという話ですが、実は町が出しておる補助金部分に当たる部分っていうのは、全

体のイベント事業費の中のその一部にしかすぎません。だから、例えば全く補助金だけでやれる

っていうイベントじゃないわけです。だから、当然その多くは寄附金とか会費とか、またはもろ

もろのその費用を自分たちで調達してると、実行委員会で調達してる部分でございます。それら

について町の部分が出しておるというのは、当然不足部分、不足の範囲内でございまして、不足

部分以上に出しておるということはないわけで。それが例えばちょぼちょぼでもできるんじゃな

いかと、補助金の中でもできるんじゃないかという範囲では全くないという補助金でございます
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ので。それは町が補助するか、または観光協会について補助するかということについて不明朗な

ということは全くないというふうに思っております。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  １点、私のほうからイベントの関係で御答弁させていただきますけ

ども、今観光協会なり体育協会を通じて行っておりますイベントの補助につきましては、基金を

積みまして、再編交付金を財源とした観光振興事業助成事業基金というのを積みまして、それを

通じてイベントの支援をしてるわけですけども。これの当初基金を積む段階におきまして、防衛

局とも随分協議をしてまいりました。 

 そういった中で、イベントの支援をする方法は何かなかろうかという中で、そういったまず観

光協会なり体育協会を通じて実行委員会に補助する、そういったことが適当だろうと、その基金

を積んでやる場合ですね。そういったことから今のような形態ができてます。なおかつこの基金

を取り崩して支援するわけですから、当然再編交付金国庫補助金が入っております。ですから、

そういったことで、どういった部分が補助対象になるのか。その寄附金なり参加費等々で賄う部

分、あるいは町がその基金を取り崩して支援する部分はどういった部分かといったことを相当議

論した中で、じゃあこの部分とこの部分ということで、トータルで例えば観光協会の部分であれ

ば４８０万円といったような支援をするという予算になっております。 

 ですから、当然それを決算が出まして、基金を取り崩す場合にはその領収書等々すべてチェッ

クしまして、これは基金を取り崩すのに該当するものであろうということを確認しまして、基金

を取り崩して精算するというシステムになっておりますので、不明朗な部分はないというふうに

私どもは理解しております。 

○議長（荒川 政義君）  平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  観光協会の職員の給与でございますけれども、人件費でござい

ますが、局長が１名、正が２名、それとパートが１名ですが、職員給与が９８３万４,０００円

でございます。それに福利厚生費に多分そのパート代が入っておると思いますけれども、これが

２０８万円、この額が人件費でございます。それの中で、町が９９０万７,０００円を補助する

ということになっております。 

 それと、先ほどちょっと内訳の総トータルを言うのを忘れたんですが、２,１１２万５,０００円、

これは４８０万円も一緒に入ったものでございますので、それの中から今回は１,９７２万

５,０００円を補助するということであります。 

○議長（荒川 政義君）  ほかにございませんか。尾元議員。 

○議員（１０番 尾元  武君）  ５３ページからまず５４ページにかけての地域づくり活動支援

補助金について、これが予算の概要によりますと、また先ほど説明がありましたように、公募及
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び審査により団体を選定するとあります。 

 まず、これをいつごろ、どういった形で最終的に何団体ぐらいを選ばれてやるのか。またその

２００万円という金額をどういうふうに割り振られる形で進めていく御予定なのかということが

まず１点であります。 

 それと、大島中学校の屋内運動場の改築に当たりまして、これに対して着工及び完成の見込み

ですか、これいつごろになるかということちょっとお聞きしたいと思います。 

 最後にもう１点が、８１ページの子育て支援イベントの開催、これが新規事業という形で上が

っております。金額的にもたしか３００万円だったと思うんですけど、どういった形で展開する

予定なのか、その辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  星出政策企画課長。 

○政策企画課長（星出  明君）  地域づくり活動支援補助金２００万円についてでございますが、

募集の時期としましては、４月になったらすぐに公募あるいはホームページ等で募集をいたしま

して、有識者で構成する審査会の審査を経て、その事業に対して１件５０万円を上限に、事業費

の９０％ですけれども、助成をしようとするものです。極力今年度の早い時期に事業が展開でき

るように進めてまいりたいと考えております。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  大島中学校の改築にかかわるところの着工あるいは完成の見込みと

いうことでございます。 

 実は、まだ設計をやっている最中でございます。したがって、いつ着工できて、いつ完成でき

るかという見込みが立てられない状況ではありますが、希望といたしましては２２年度中には完

成をして、日の目を見たいというふうに考えております。 

○議長（荒川 政義君）  田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  子育て支援イベント事業でございますが、これは県の安心こど

も基金を活用してやる１０分の１０の事業でございまして、ＮＰＯ法人とか保育園とかに委託し

て行う予定でございますが、細部についてはまだ決まってはおりません。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  尾元議員。 

○議員（１０番 尾元  武君）  先ほどの１つ目に質問いたしました地域づくりの５０万円の上

限でということで、上限でということは例えば５０万円に達しない場合、５０万円だったら４団

体ですよね。じゃあ内容によっては金額によってそれ以上の団体ということも十分あり得ると理

解しとってよろしいんでしょうか。 

 それと、有識者による審査会ということですけど、何名でどういった方々に、その辺のところ
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がお答えいただけるんならお願いしたい。 

○議長（荒川 政義君）  星出政策企画課長。 

○政策企画課長（星出  明君）  １件当たり５０万円という上限がありますので、３０万円で終

われば予算の範囲内で別の団体に助成をするという形になろうかと思います。 

 有識者で構成する審査会は、一応５名で審査をしていこうと考えております。 

○議長（荒川 政義君）  尾元議員。 

○議員（１０番 尾元  武君）  上限が示されちょるわけですけど、事業を展開したい内容によ

って、例えばもう少し大きな金額を要望した場合とか、申し込み団体が少なかった場合、その場

合には予算内でもある意味可能じゃないかなという結果も出かねないと思うんですが。この

５０万円を限度にっていうところにあえて固執することもないような気もするんですが、その辺

はいかがでしょうか。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  上限を５０万円ということでございますが、団体によっては１０万

円、２０万円、３０万円というような、そういう要望も出てくると思います。ですから、先ほど

の団体数とかありましたけれど、やはりたくさんの要望があって審査しますけれど、これはすべ

ていいだろうというのであれば、上限は５０万円ですけど、例えば６０万円ぐらいの事業を応募

してきた人はやっぱり全体のバランスを考えて、そこの辺は考慮するというような格好はしたい

と思っております。 

○議長（荒川 政義君）  布村議員。 

○議員（１８番 布村 和男君）  ２点ほどお尋ねをいたしますが、久賀中学校の耐震比較調査検

討というのが８０万円ほど上がっておりますが、少しこの言葉がようわかりませんので、将来的

に久賀中学校を耐震のための調査を行っていくのかどうなか、そういったことの検討なのかどう

なのか、少し詳しく説明していただけたらというように思います。 

 それともう１点が、１６４ページの防災センターの運営経費でありますが、あそこを見ますと、

センター長さんと何人かの女性で運営されておりますが、この報酬を見ますと、センター長が

１名と副センター長が１名ということで、少ない職員で運営されておる中で、この副センター長

さんというのが必要なのかどうなのか。報酬もかなり高いということで、賃金が１２４万

７,０００円ですので、これが多分女性の賃金だと思いますが、それに比べるとセンター長と副

センター長が頭抜けた報酬をいただいとるということで。県の委託ですので、こういったことを

置きなさいというふうになってるのかどうなのかということも含めて御説明していただいたらと

いうふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 
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○教育次長（村田 雅典君）  久賀中の検討の８０万円の関係でございますが、この久賀中学校に

つきましては、１次診断の段階で０.２３という非常に悪い数値が出ておりました。しかしなが

ら、２次診断の結果、０.２７と若干数値がアップいたしまして、改修がいいのか、改築がいい

のか、その当たりをしっかり見定めてということで、２２年度に８０万円の予算をつけていただ

きまして、改修あるいは改築両面から検討していこうという考え方でございます。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  防災センターのセンター長等の件でございますが、これは県からの

指定管理ということでお受けしております。実際に、県の指定管理の積算では、センター長、副

センター長、大変な額で積算していただいておりますが、こちらのほうのいわゆる周防大島町の

実情に応じて、県からいただいている、示された金額よりは大分落としている、減しておるとい

うことでございます。センター長自体はやはりあれだけの防災センターの大きなやかた──今度

防災公園も一緒になりましたけど、大変大きな施設の管理ということで、県から示されたいわゆ

る報酬に比べれば少ないですが、相当ではないかと私どもは思っております。 

○議長（荒川 政義君）  布村議員。 

○議員（１８番 布村 和男君）  センター長はよくわかります。あれだけの大事な施設預かるし、

有事のときには指令を出してやるわけですから理解できるんですが、今の副センター長も置きな

さいというのは、県のほうからのそういったものがあるのかどうなのか、もう１点お尋ねしたい

と思います。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  副センター長ということでございますが、副センター長そのものは

いわゆる報酬条例ということで載せております。ただ、センター長に比べれば他に兼ねられると

いうようなことでは対応できると思います。 

○議長（荒川 政義君）  布村議員。 

○議員（１８番 布村 和男君）  そういう意味じゃなしにですね、部長さん、副センター長が県

からそういうのを置きなさいと言われているのかどうなのか、ちょっとお尋ねしとるわけです。

それなら仕方がないことですから。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  県から直接、センター長はそういうようなのがありましたが、副セ

ンター長というようないわゆる固有名詞ではございませんが、そういう業務をできるものを置き

なさいという指導は県から受けております。 

○議員（１８番 布村 和男君）  受けておるんだね。 

○総務部長（中野 守雄君）  はい。 
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○議長（荒川 政義君）  平川議員。 

○議員（１４番 平川 敏郎君）  １４番、平川です。９３ページの４款の衛生費、その中の

１３節委託料なんですが、救急の患者輸送、金額が２０万円というように上がっております。大

変少額な予算と思いますが。どういった場合、また地域、そういったものの搬送を考えておられ

るか。 

 それともう１点ですが、１３０ページの５款農林水産業費、その中の１３節委託料なんですが、

この有害鳥獣の捕獲４４５万円、これはさきの定例会で同僚議員がこの有害鳥獣の被害というこ

とで一般質問をされておりますが、この４４５万円がどのような内訳なのかと。それと、次の

１９節の有害鳥獣捕獲負担金５０万円、これが被害に遭われる方がある程度柵をつくったりとい

うような形の負担金なのか、ちょっとその辺のところをお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  東原健康増進課長。 

○健康増進課長（東原 平典君）  救急医療患者輸送の２０万円の件ですが、これは浮島、特に浮

島、情が件数が多いんですが、地元で急病になられたときに、臨時便で迎えに行くよりも漁船で

そのまま送ったほうが早く着くという考え方ありまして、各自治体の区長さん等と契約いたしま

して、漁船で送っていただいた場合には１万円謝礼をお出しして委託料という形で支払ってやっ

ております。 

 まず、そのときに何かあってはいけないということで、傷害保険を１５万円一応かけておりま

す。 

○議長（荒川 政義君）  平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  有害鳥獣捕獲の４４５万円でございますが、狸の捕獲委託料、

これが８００匹の２,０００円、カラスが３００羽の５００円、イノシシが３００頭の９,０００円

で積算をしております。 

 有害鳥獣捕獲負担金とありますが、これが柵あるいは電気施設等の補助でございます。 

○議長（荒川 政義君）  平川議員。 

○議員（１４番 平川 敏郎君）  先ほどの委託料の救急患者輸送のほうですが、今のお話では離

島ということで浮島を想定されてるということですが、これにはまだ前島もあれば情もある、で

笠佐ですか、あるんですが。だから私が申し上げたのは２０万円というのが少額の予算ではない

かということで申し上げたんですが、その辺はどうなんですか。 

○議長（荒川 政義君）  東原健康増進課長。 

○健康増進課長（東原 平典君）  前島と笠佐島に関しましては、船長さんと契約しまして、地元

の方が委託を受けていただける方がちょっとおられないということで、臨時便を運行して対応す

るという形にしております。ですので、今は浮島と情が特にそういう自治会長さんに受けていた
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だいてますので、自治会長さんのほうと契約いたしまして、急病になったときにはその状態に応

じて本土のほうにこちらのほうに連れてきていただく。その経費が年間大体２０回という考えで

す。 

○議長（荒川 政義君）  平川議員。 

○議員（１４番 平川 敏郎君）  ３回目ですかね。 

○議長（荒川 政義君）  はい。 

○議員（１４番 平川 敏郎君）  ３回。 

○議長（荒川 政義君）  今から。 

○議員（１４番 平川 敏郎君）  先ほどの救急の方ですが、今おっしゃって、臨時便ということ

でございます。前島にあっては第６分団、これ防災とかやっておられます。その６分団がそうい

った場合に船を持っておられるのが約５分で行かれるちゅうんですよね。片道、一番速い高速艇

ちゅうか、速い船持っておられる方で。今後、臨時便ということもあると思うんですが、そうい

った形も今後考えていただきたいなと、予算組む上で、考えていただきたいなと。 

 それと、有害鳥獣のほうですが、先ほど優秀な議員さんが一般質問でこの問題を随分核心に触

れて質問されたと思うんですよね。被害を受けられる方の気持ちになってくれと。切実な思いで

町長にお願いするというように先の定例会でおっしゃったと思うんですが。もっともっと今後そ

ういった予算を、そういった方、私は農作物つくらないんでわかりませんけど、やはり今後先ほ

ど部長さんがおっしゃられたように柵とか電気とかあると思うんですが、そういったいろん

な──どこですか、能美島、広島の倉橋島ですか、あそこも随分そういった企てで先ほど同僚議

員が質問されたと思うんですが。その辺のとこの先進地もまた新たに見られて、またこういう負

担金ですか、今後予算の計上にちょっと若干少ないんじゃないかということでそう申し上げたん

で、今後ともよろしくお願いいたします。 

 以上です。終わります。（「どうもありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒川 政義君）  安本議員。 

○議員（１６番 安本 貞敏君）  １６番、安本です。１４０ページの商工費の中の１３のとこの

委託料で２,０６６万３,０００円、これ３つ振り分けて委託料となっておりますけど、ここのと

ころもうちょっと御説明をお願いしたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  西村商工観光課長。 

○商工観光課長（西村 利雄君）  １４０ページの委託料のふるさと雇用再生委託料、それから緊

急雇用の創出事業委託料、それから消費者の啓発委託料、この総額が２,０６６万３,０００円で

ございます。 

 ふるさと雇用につきましては、体験交流の協議会の１６７万２,０００円と文化遺産の資料整
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理事業の７３５万円と障害者の雇用の調整事業の２５８万で、１,１６０万３,０００円がふるさ

と雇用の再生委託料でございます。 

 それから、緊急雇用の創出事業の委託料９００万円でございますが、地域人材育成事業の４施

設４人分の９００万円ということでございます。 

○議長（荒川 政義君）  久保議員。 

○議員（１７番 久保 雅己君）  事業概要に載っておる、ページでいえば３６ページですか、職

員の接遇の研修について。新規事業でありますけども、この内容について詳しく御説明いただき

たいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  西本総務課長。 

○総務課長（西本 芳隆君）  接遇ということで、やはり役場の職員の窓口の対応についての苦情

も若干聞いております。そういう意味では、言葉使いあるいは接客態度、こういうものを含めた

接遇を改めて研修しようということで外部からの講師を招いて、職員全体を対象としてやる予定

にしております。 

○議長（荒川 政義君）  久保議員。 

○議員（１７番 久保 雅己君）  窓口、特に高齢者が多いわけですから、特に窓口の対応は今言

われたとおりだと思いますし、外部というのはどういうとこから入られて、どのような研修をさ

れるのか、もうちょっと詳しくお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  西本総務課長。 

○総務課長（西本 芳隆君）  一応ぎょうせいという会社がありますけども、そういうところの接

遇の専門家を呼んでということを考えてはいます。あるいは民間でどなたかいらっしゃるかとい

うことも今の段階ではまた考えられるんですが、一応計画的にはそういうふうに考えています。 

○議長（荒川 政義君）  先ほどの平田産業建設部長の答弁で訂正がございますので。平田産業建

設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  先ほどの平川議員さんの御質問の中で、１３０ページの負担金

５０万円でございますが、これは有害鳥獣を捕獲するわなの資材費を猟友会に負担金として支払

うものでございます。大変申しわけございません。済みませんでした。（「ちょっといいです

か」と呼ぶ者あり）それと、柵につきましては、１１７ページの中ほどにありますが、鳥獣被害

防止施設等整備事業補助金１５０万円でございますが、これはトタン、電気、柵等での防止対策

に大体上限を５万円としております。 

○議長（荒川 政義君）  今元議員。 

○議員（７番 今元 直寛君）  今元でございます。わかりやすいのでですね、この当初予算概要

のほうでお願いします。９ページの一番下でございますけれども。 
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 先ほど安本議員のほうから雇用対策に関することが出ておりましたんで、多少重複するかもわ

かりませんけれども、この一番下の緊急雇用創出事業４,６００万円ということで、かなりの金

額を計上しとるわけでございますけれども、ここの内容をもう少し細かくちょっと言っていただ

きたいんですが。 

 それで、なおかつ先ほど９００万円ですか、緊急雇用創出事業に４名云々というふうにおっし

ゃっておりましたけれども、行政の皆さんはおわかりかもわかりませんけれども、私どもちょっ

と内容が皆目わかりませんので、その点をわかりやすく一つ御説明いただきたいと思います。そ

れと、この４,６００万円に関しての細かいところを一つお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  西村商工観光課長。 

○商工観光課長（西村 利雄君）  当初予算の概要のページの９ページ、緊急雇用の創出事業とい

うことで、４,６６３万２,０００円、内訳ということでございますが、緊急雇用２,６０３万円、

これ６２名の雇用です。 

 予算書でいえば１３９ページでございます。そこに商工総務一般経費というのがございまして、

その７番の賃金というのがございます。この賃金に当たるのが緊急雇用の事業でございまして、

６２人分でございます。 

 それから、次のページに１４０ページの１３番の委託料でございますが、ここにふるさと雇用

の再生委託料というのがございます。これが１,１６０万３,０００円ということでございます。

これが７人の雇用でございます。 

 それから、その２つ下の緊急雇用創出事業委託料、これが地域人材育成の９００万円と、先ほ

ど４施設の４人ということを申し上げました。ふるさと雇用につきましては、先ほど申し上げま

した体験交流とそれから文化施設と文化遺産とそれから障害者の雇用でございます。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  今元議員。 

○議員（７番 今元 直寛君）  今の数字と、それから予定されている人員、これはわかりました。

私は、例えば２,６０３万１,０００円ですか、６２名、それからあとの７名に対する１,１６０万

３,０００円、それから９００万円の４人と。実際、これはどういうことを想定されているのか、

この３項目ごとに教えていただければいいです。 

○議長（荒川 政義君）  西村商工観光課長。 

○商工観光課長（西村 利雄君）  最初の賃金の緊急雇用の６２名に関しましては、主に草刈り、

除草作業でございます。 

 それから、あとのふるさと雇用の７人枠につきましては、先ほど申し上げました体験交流とか

の事務、それから事務費等の経費でございます。 
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 それから、文化遺産の資料の整理事業につきましては、各文化施設の整理を行う予定でござい

ます。 

 それから障害者の雇用につきましては、地域人材育成で４施設の４人分の雇用ということでご

ざいます。 

 介護の補助員といいますか、これから介護の資格をとろうという人たちを雇い入れるという考

え方でございます。 

○議長（荒川 政義君）  いいですか。 

○議員（７番 今元 直寛君）  はい。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。松井議員。 

○議員（１５番 松井 岑雄君）  ちょっと食事前に申しわけありませんが。３９ページなんです

けど、政策企画の課長さん、地上デジタルテレビ放送の視聴の支援事業につきまして、２,０９８万

６,０００円というのがあるんですよね。このことについてちょっとだけお伺いしますけども、

どことどこの場所かを教えていただければよろしいかと思います。 

○議長（荒川 政義君）  星出政策企画課長。 

○政策企画課長（星出  明君）  今現在横見地区を想定しております。 

○議長（荒川 政義君）  松井議員。 

○議員（１５番 松井 岑雄君）  はい、わかりました。実は一番僕が懸念してるのは数限りなく

あるんですよ、この映らない場所は。あっちからもこっちからも、きのう、二、三日前、外海側

の小積、小積かな、そのこっちの何てとこかいね、あんまり行かないんでわかんないんですけど

も、家室へわたる前どこですかね、（「佐連」と呼ぶ者あり）佐連か、ここも映らないというん

でちょっと来てくださいというんでお伺いしましたんで。やっぱりいろいろ数が多過ぎてどうす

るんかなというぐらい数が出てるわけです。今回は横見地区はこれやりますよということにはな

ってるんですけども、実はそれ以外の場所が出た場合を想定しながらやらないとどうしようもな

いっていうのが現実なんで。今後そういうものが出たときに、どういうふうに対応していけばよ

ろしいかということをちょっと教えていただければ助かります。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  今、来年度からデジタル化されるということでございまして、先般も山

口県の町村会で県の担当課長を呼びまして、町村会として要望を出しました。そのとき、県の担

当者のほうからの御答弁によりますと、これは国の政策であるので当然国にやっていただかなけ

れば困ると、県に負担を求めることは困るというふうな答弁でございました。 

 それで、中国通産局長を呼びまして、協力を今申し入れをしたところでございます。要するに、

この難視聴のとこですね、国が補助を出して、一部またＮＨＫが出して、さらに個人の負担が出
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てくると。さらに個人の負担が３万５,０００円を超える場合については、どこが持つのかとい

うことが非常に不明確なので、それを市町村と県とが持つというふうにやってる地域がございま

す。例えば山口県じゃないんですが、別の県でやってる事例がありましたので、山口県の町村会

として県が一緒に乗ってくれなければ市町村はやれないという話をしましたところ、要するにこ

れは県が始めた事業じゃなくて国が始めた事業なので、当然それは国が責任持ってやってくださ

いということは中国通産局長にも申し入れました。 

 ただ、いずれにしましても、これは例えば民放４局とＮＨＫと教育という５局が映っておるの

をすべてその辺やるかというたら、それをやったとしても例えばその５局が全部映るんじゃなく

て、例えば民放の３局のうち、１局ないし２局が映ればそれで終わりということらしいんで、非

常に問題があるんです。 

 それで、そのことについては私たちも山口県の町村会の会長名で県知事にも出しましたし、総

務大臣のほうにも町村会長名で要望を出しております。で、山口県の中ではこの周防大島町が異

常に難視聴分の地域が多いという調査が今のところ出ております。それをまた正確に調査をする

ため、今、ちょうどＮＨＫが調査に入っているということでございます。大変私たちも不満なん

ですが、例えばＮＨＫは仮に映ったとしても、それじゃあ、よそが映らんじゃないかっていった

ら、例えばデジタル放送の放送自体をまだやらないと、ここの地区はやらないというとこが結構

あるわけです。だから、今のアナログよりもむしろ悪くなるという地域が必ず出るという形にな

っておるんですね。それで、これをすべて町でやるということは非常に難しいということになっ

ておりますし、そういう地区が大島多いんですが、県内のほかの市町村にもあります。それで一

緒になってから今、市長会と町村会で、県や国のほうに要望を出しているという状況でございま

す。今回も出しておる地区につきましては、そういう国の助成があって、ＮＨＫの負担があって、

さらに工事は先にやるけども、すぐに補助金が入らないというとこの部分は差し向き当面町が立

てかえて支払いしとって、入ったときに町に返していただくという制度をつくったということで

ございます。まだまだたくさん問題がありますが、これからも一緒になってみんなで──悪くな

るということは非常に問題があると思いますので、努力してまいりたいと思っております。 

○議長（荒川 政義君）  松井議員。 

○議員（１５番 松井 岑雄君）  ありがとうございました。町長さんの説明で大体わかったんで

すけども、大島かなり多過ぎて対応ができないっていうことがありまして、議員がこれからもや

っぱりそういったお話をどんどん聞いてくると思います。 

 それと、もう一つは、そういった対応に職員も一緒になってお話ができるし、対応ができると

いう形にしていただかないと恐らく対応しきれないというぐらい多いです。したがって、そうい

うお話だけはどうしても頭の中にたたき込んでいただいといて将来どうするか。 
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 実は今の星出課長知っとるように、今の佐連ですかね、その佐連でお聞きしたのはＮＨＫに今、

サブ放送、サテライトができたんですよ、２つ。普通と総合と教育がね、それにもう一つ民放の

ＫＲＹだけが出ますよと、あと２局映りませんと。こういうふうな状態になってるんで。こうい

ったことを教えていただいて、やっぱ皆さん徹底しとってほしいと思うんですよ。そうしないと

お話が全然通じないと思いますので。そういった形をやっぱりみんなが知っとく必要があるなっ

て今考えたのでそういう質問をさせていただきました。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  星出政策企画課長。 

○政策企画課長（星出  明君）  この１月現在で総務省が公表しておる難視聴地域ですが、周防

大島町内には１１地区、５６６世帯と数字が出ておりますけども。まだまだこれから調査の途中

段階ですので、これからふえる可能性もあると思います。 

 ただ、この３月７日、きのうからですが、嵩山にある東和局の電波を少し強く出すようにした

そうですので、安下庄地区は若干解消されるんではないかと考えております。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。小田議員。 

○議員（１９番  小田 貞利君）  指定管理料の件ですが、指定管理料、公募によって決定されて

おりますが、指定管理基準額というのが当然出ております。その算出の根拠を伺いたいと思いま

すが、これは多分今持ってないと思いますので、後日いただければと思います。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩をします。１時１５分から。 

午後０時18分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時15分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  お昼前の質問の中で、指定管理の算定基準額はどうだったのかとい

う御質問ございました。教育委員会所管の２つの施設につきまして、まず御答弁申し上げたいと

思います。 

 まず、ハワイ移民資料館でございます。これにつきましては、２１７ページに２２年度予算で

２５０万円ほど指定管理料を支払いますという予算計上してございます。 

 これの算定基準でございますが、今回公募するに当たって、３年分のいわゆる収入と支出の計

算をいたしました。単年度で計算いたしますと、収入は利用料金あるいは物品の売り上げで

１３２万円、それから支出の関係で、人件費が２０９万円、運営費が３６万９,０００円、維持

管理費が約１０６万円というような形で積み上げまして、支出が合計で仕入れも含めまして、支
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出合計が３８２万円ということになりまして、先ほど申し上げました収入が１３２万円というこ

とでございますので、差し引き２５０万円。これで３年間７５０万円でどうかという形での公募

をかけたとこでございます。これがハワイ移民資料館でございます。 

 次に、久賀の歴史民俗資料館等の管理の関係でございます。これにつきましても単年度で申し

上げますと、施設の使用料が約１６５万７,０００円、人件費が７６２万円、運営費が１４０万

円、維持管理費が５２６万円ということで、１年間で１,４３０万円ばかりの経費がかかるだろ

うという計算をいたしまして、先ほどの収入の１６５万７,０００円を差っ引きました、本年度、

２２年度予算には１,２６３万４,０００円が委託料ということで計上してございます。これが

３年間続くということで御理解いただいたらと思います。 

○議長（荒川 政義君）  平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  ２２年度は長浦スポーツ滞在型施設の指定管理があるわけでご

ざいますが、手元にまだ資料が届いておりません。したがいまして、ちょっと内訳はどういうこ

とでやるのかということを申し上げますと、人件費、運営費、維持管理費、これをトータルした

ものが１,４７０万円の委託料に上がっておるわけですが、運営費につきましては研修費とか事

務費、それと維持管理費につきましては光熱水費あるいは空調機械設備等の点検、それとか施設

維持の消耗品、そういったものを提出してもらうようにしております。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 以上で一般会計の質疑を終結します。 

 日程第２、議案第２号平成２２年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算から日程第１１、

議案第１１号平成２２年度周防大島町公営企業局企業会計予算までの１０議案の補足説明を求め

ます。田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  それでは、議案第２号平成２２年度周防大島町国民健康保険事

業特別会計予算につきまして、補足説明を行います。 

 特別会計予算書の１ページをお願いいたします。 

 初めに、国民健康保険法の一部改正につきまして御説明をいたします。国民健康保険税医療給

付費分の賦課限度額が３万円増額し５０万円に改正され、後期高齢者支援分の賦課限度額も１万

円増加し、１３万円となります。 

 また、２１年度で終了するとされていた財政共同安定化事業等は平成２５年度まで延長されま

す。 

 以上が主な改正でございます。 
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 それでは、１ページ本文、第１条の歳入歳出予算では、歳入歳出予算の総額を３３億６,３６２万

２,０００円と定めるものであります。対前年度比９,８１６万４,０００円、３％の増となって

おります。 

 第２条の歳出予算の流用では、保険給付費の同一款内での流用ができることを定めるものでご

ざいます。 

 それでは、事項別明細書で御説明をいたします。事項別明細書の３ページをお願いいたします。

歳入から御説明をいたします。 

 １款の国民健康保険税は４億７,４４３万円を計上し、対前年度比１,５００万３,０００円、

３.１％の減となっております。医療給付費、後期高齢者支援分及び介護納付金賦課額として、

過去の被保険者数の推移及び経済状況を見込み、計上しております。 

 それから、４ページ、３款の国庫支出金１項の国庫負担金では、６億３,３０８万９,０００円

を計上いたしております。１目の療養給付費負担金は医療費の３４％分、２目の高額医療費共同

事業負担金は、高額医療費拠出金の２５％分に相当するものです。３目の特定健康診査等の負担

金は、特定健康診査基準額の３分の１相当額を計上いたしております。２項の国庫補助金、これ

は市町村財政の負担能力を考慮し、療養給付費負担金の不均衡を調整するための財政調整交付金、

３億５９６万７,０００円を計上しております。 

 ４款療養給付費等交付金は、退職被保険者の療養給付費について社会保険診療報酬支払基金か

ら交付されるものでございまして、１億８,３３１万１,０００円の計上であります。 

 ６ページをお願いします。５款前期高齢者交付金は、前期高齢者の比率により、保険者間の財

政調整として交付されるものでございまして、平成２０年度の精算分を含め、６億４,６０６万

１,０００円を計上いたしました。 

 ６款県支出金１項県負担金につきましては、国庫負担金と同様に高額医療費拠出金の２５％分

を計上。それから、特定健康診査基準額の３分の１相当額を計上しております。２項の県補助金

につきましては、医療費の６％、それから普通調整交付金の１％に相当する、財政調整交付金

１億３,４７６万円を計上いたしております。 

 次、７款の共同事業交付金は、５億１,３２３万２,０００円の計上であります。旧高額医療費

共同事業交付金は、１件当たりの医療費の額が８０万円を超える高額医療費に対して国保連合会

から交付されるもので４,６５３万６,０００円、それから２目の保険財政共同安定化事業交付金

は１件当たりの医療費が３０万円を超える高額医療費に対し交付されるものでございまして、

４億６,６６９万６,０００円を計上いたしております。 

 次に、９款の繰入金４億５,１３４万５,０００円の計上でございますが、対前年度比１億

８,６５５万２,０００円の増額となっております。一般会計からの繰入金として保険基盤安定事
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業繰入金の保険税軽減分は、国保税の７割、５割、２割軽減に対応するものでございまして

６,９５６万円。保険基盤安定事業繰入金の保険者支援分は、この保険税軽減の対象となった一

般被保険者の平均保険税の一定割合を公費負担で補てんするものでございまして、低所得者を多

く抱える市町村を支援し、中間所得層を中心に保険税負担を軽減するものとして１,６９８万

７,０００円を計上しております。そのほか、職員給与費等繰入金８,１１４万９,０００円、出

産育児一時金等繰入金８００万円、財政安定化支援事業繰入金、これは国保財政の健全化、税負

担の平準化を目的とする交付金で普通交付税に算入される額として６,９７８万４,０００円。そ

れから、国保負担軽減対策は平成２１年度分の福祉医療助成事業に対応するもので、１,５８６万

５,０００円を計上いたしております。その他一般会計繰入金は平成２０年度の制度改正により

まして、国庫支出金が減額となっており、収支を保つための緊急措置として６,０００万円を計

上いたしております。２項基金繰入金は、平成２０年度の前期高齢者交付金の精算額１億

９,０００万円に対応するため、１億３,０００万円を取り崩して繰り入れております。 

 １０款、１１款は省略いたします。 

 次に、歳出について御説明をいたします。１１ページをお願いいたします。 

 １款総務費は、職員人件費や事務経費、賦課徴収経費として６,８３８万５,０００円を計上い

たしております。 

 １３ページをお願いします。２款保険給付費は、これまでの医療費等の推移により、２３億

４,５９４万９,０００円の計上でございます。対前年度比１億６,４７０万７,０００円の増とな

っております。１項療養諸費は一般被保険者療養給付費として１９億円、退職被保険者等療養給

付費として１億５,０００万円、一般被保険者療養費として５００万円、退職被保険者等療養費

として１００万円、審査支払手数料として７６４万２,０００円でございます。２項の高額療養

費は２億６,６５０万円を計上、４項の出産育児諸費は３０人分の１,２６０万円を計上しており

ます。５項葬祭諸費は６０人分、３００万円の計上でございます。 

 １７ページ、３款の後期高齢者支援金等は、後期高齢者医療への支援金として３億３４１万

５,０００円を計上いたしました。 

 ４款の前期高齢者納付金等は、算定基準に基づく事務費として５５万６,０００円の計上でご

ざいます。 

 １８ページ、５款の老人保健拠出金は５７８万９,０００円の計上で、対前年度比３,１８６万

円の減となっております。これは老人保健制度の廃止に伴い、平成２０年度１カ月分の精算のみ

の計上でございます。 

 ６款介護納付金は１億３,４１４万２,０００円の計上で、対前年度比１,１１２万３,０００円

の増となっております。 
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 ７款共同事業拠出金は、高額な医療費が発生した市町村に国保連合会から交付する再保険事業

に対する拠出金として４億５,９５２万１,０００円の計上であります。高額医療費拠出金

６,１７１万１,０００円は、１件当たりの医療費の額が８０万円を超えるものを基準とて交付さ

れるものに対応するもので、保険財政共同安定化事業拠出金３億９,７８０万８,０００円は、

１件当たり医療費の額が３０万円を超えるものを基準として交付されるものに対応する財源とし

て県内市町が連合会に拠出し、財政の安定化を図るものです。 

 ２０ページ、８款保健事業費１項の特定健康診査等事業費は、国保被保険者に対する特定健康

診査及び特定保健指導に要する経費として１,９６６万６,０００円を計上、健診受診者を

１,５００人、受診率４０％見込んでおります。２項の保健事業費は、被保険者に対する医療費

通知の費用及びしまとぴあスカイセンターの管理費等で７２６万４,０００円の計上であります。 

 ９款、１０款は省略いたします。 

 ２３ページ、１１款の繰出金、これは公営企業局会計への特別調整交付金の繰出金として

１,１５２万６,０００円。 

 １２款は予備費として５００万円を計上いたしております。 

 以上で、平成２２年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

 続きまして、議案第３号平成２２年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算につきまし

て、補足説明をさせていただきます。 

 予算書の７ページをお願いいたします。最初に２２年度の改正点を御説明いたします。 

 保険料の算定で、２２年度均等割額の軽減措置も２１年度と同様に９割、８.５割、５割、

２割軽減となり、所得割額の軽減措置も同様に基礎控除後の総所得金額等が５８万円以下の被保

険者は原則一律５割軽減となります。 

 また、被用者保険の被扶養者であった被保険者に対する保険料負担の軽減措置は、２２年度に

おいても９割軽減を継続することとなります。 

 平成２２年度は保険料の見直しの年となっており、２２、２３年度の保険料が改正されます。

所得割率は現行の８.７１％を８.７３％に、０.０２％増率でございます。均等割額は４万

７,２７２円を４万６,２４１円に減額するものです。 

 これらの改正につきましては、山口県後期高齢者医療広域連合が後期高齢者医療に関する条例

を改正し、対応することとなります。 

 予算書の７ページ、本文で第１条の歳入歳出予算では、歳入歳出予算の総額を４億２,８７８万

１,０００円と定めるものでございます。 

 それでは、事項別明細書で御説明をいたします。３５ページをお願いいたします。歳入から御

説明をいたします。 
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 １款の後期高齢者医療保険料は２億６,４０６万６,０００円を計上、対前年度比２,５９１万

４,０００円、８.９％減であります。広域連合の算定に基づきまして、１目の特別徴収保険料は

１億９,２６６万１,０００円、２目の普通徴収保険料は７,１４０万５,０００円を計上いたして

おります。 

 ２款は省略いたします。 

 ３款の繰入金は、１億６,４１０万９,０００円の計上であります。一般会計からの繰入金で

１目の事務費繰入金は広域連合事務費分、それから職員人件費分、事務経費として３,９２４万

９,０００円。２目の保険基盤安定繰入金は、保険料軽減分として１億２,４８６万円であります。 

 ４款は省略いたします。 

 ５款の諸収入、２項償還金及び還付加算金は、歳出の過年度保険料還付金に充当するための県

広域連合からの歳入が主なものでございまして、６０万２,０００円を計上いたしております。 

 次に、歳出を御説明いたします。３９ページ、１款総務費は職員人件費、事務経費、徴収経費

として２,８２１万１,０００円を計上しております。 

 ４０ページ、２款後期高齢者医療広域連合納付金は、３億９,９９６万８,０００円の計上であ

ります。広域連合事務費として１,１０４万円、保険基盤安定負担金を１億２,４８６万円、歳入

と同額の保険料分２億６,４０６万６,０００円と過年度保険料及び延滞金分の２,０００円でご

ざいます。 

 ３款の諸支出金は、過年度の保険料還付金で６０万２,０００円でございます。 

 以上で、平成２２年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

 続きまして、議案第４号平成２２年度周防大島町老人保健事業特別会計予算について、御説明

を申し上げます。予算書の１１ページをお願いいたします。 

 ２０年の４月から後期高齢者医療制度が始まりまして、老人保健制度は２０年３月診療分で終

了いたしております。このため、２２年度予算については請求おくれ等を計上いたしております。

なお、請求おくれの対応として、２３年の３月までは老人保健制度での医療給付を継続すること

となります。 

 １１ページ本文で、第１条の歳入歳出予算では、総額を６０４万３,０００円と定めておりま

す。対前年度比が７５％の減となっております。 

 それでは、事項別明細書で御説明をいたします。５３ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。１款の支払基金交付金、１項、１目医療費交付金は老人医療給付

費に対する社会保険診療報酬支払基金からの法定負担分３００万円、２目審査支払手数料交付金

３万８,０００円の計上でございます。 

 ２款国庫支出金は、医療に要する費用のうちの国の法定負担分２００万円の計上であります。 
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 ３款県支出金は、これも医療に要する費用のうちの県の法定負担分５０万円の計上でございま

す。 

 ５４ページ、４款の繰入金は、医療に要する費用のうち周防大島町の法定負担分を一般会計か

ら繰り入れるもので、５０万円の計上でございます。 

 ５款、６款は省略いたします。 

 次に、歳出を御説明いたします。 

 ５５ページ、１款、１項、１目の医療費給付費は請求おくれ分５００万円を計上、２目は補装

具や柔道整復等の医療費支給費１００万円、３目は国保連合会等での審査支払手数料３万

８,０００円を計上いたしております。 

 ２款の諸支出金は省略いたします。 

 以上で、平成２２年度周防大島町老人保健事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

 次に、議案第５号平成２２年度周防大島町介護保険事業特別会計予算について、補足説明をさ

せていただきます。予算書の１５ページをお願いいたします。 

 平成２２年度は、２１年から２３年度の３カ年で実施いたします第４期介護保険事業計画の

２年目に当たります。現在のところ、保険料、給付費ともに計画の範囲内で推移をいたしており

ます。 

 １条の歳入歳出予算では、総額を３０億７,４６６万６,０００円と定めるものです。対前年度

比で約２.１％の増となっております。 

 第２条の歳出予算の流用では、保険給付費の同一款内での流用ができることを定めるものでご

ざいます。 

 それでは、事項別明細書で御説明をいたします。５９ページをお願いいたします。歳入から御

説明をいたします。 

 １款の保険料は３億９,４２８万２,０００円の計上で、対前年度比１.３％の減となっており

ます。特別徴収保険料が３億６,８１１万９,０００円、普通徴収保険料が２,５２６万

３,０００円を見込んでおります。それから、滞納繰越分として９０万円を計上いたしておりま

す。 

 ２款は省略いたします。 

 ３款、１項の国庫負担金は、給付費に係る国の法定負担分として、総給付費のうち居宅給付分

の２０％、それから施設給付分の１５％、４億８,９５２万８,０００円を計上いたしております。

２項の国庫補助金、１目の調整交付金は自治体間の介護保険財政の調整を行うため、全国平均と

の格差を調整して交付されておりますが、２２年度は総給付費の１０.３６％を計上いたしてお

ります。２億９,５８７万４,０００円でございます。２目の地域支援事業交付金は介護予防事業
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費の２５％、それから、包括的支援事業・任意事業の４０％を計上いたしております。 

 ４款の支払基金交付金、これは２号被保険者がそれぞれ加入している医療保険で負担する介護

保険料として、社会保険診療報酬支払基金を通じて自治体に交付されるものでございますが、介

護給付費交付金として総給付費の３０％分、８億５,６７７万８,０００円、介護予防事業分とし

て介護予防事業費の３０％、４２４万７,０００円を計上いたしております。 

 ５款、１項、１目の介護給付費負担金は県の法定負担分として、総給付費のうち施設分

１７.５％、居宅分１２.５％で４億３,８６４万７,０００円を計上しました。２項の県補助金

１目の地域支援事業交付金は、介護予防事業費の１２.５％、１７６万９,０００円を計上いたし

ております。包括的支援事業・任意事業の２０％、７４２万６,０００円を計上いたしました。 

 それから、６款、これは介護給付費準備基金等の利子を計上いたしております。 

 ７款繰入金、１項、１目の介護給付費繰入金は町負担分で、総給付費の１２.５％、３億

５,６９９万円。２目の地域支援事業繰入金は介護予防事業対象額の１２.５％、１７６万

９,０００円、包括的支援事業・任意事業対象額の２０％、７４２万６,０００円を計上いたして

おります。３目その他一般会計繰入金では、職員給与、介護認定審査会等の一般事務経費でござ

いまして、１億５,２５５万６,０００円を計上しております。これは対前年度比較で８５５万

８,０００円増加しておりますが、これは一般会計に計上しておりました職員２名分をこちらに

組み替えたのが主な原因でございます。２項の基金繰入金、１目の介護給付費準備基金繰入金は、

２,８６６万５,０００円、２目の介護従事者処遇改善臨時特例基金から６０７万９,０００円、

これは保険料軽減分が５４３万１,０００円、制度の周知等事務費が６４万８,０００円の繰り入

れでございます。 

 ８款は省略いたします。 

 ９款の諸収入、これは介護予防サービス計画書、いわゆる要支援１と２の方のケアプラン作成

手数料が主なものでございまして、１,３４８万４,０００円を計上いたしております。 

 次に、歳出にまいります。６５ページをお願いいたします。 

 １款の総務費、１項、１目の一般管理費は、職員人件費、一般事務費として１億７０７万

５,０００円を計上いたしております。２目は国保連合会への負担金等でございます。２項徴収

費は保険料の徴収に関する経費でございます。３項介護認定審査会費は介護認定審査会等の一般

事務経費でございまして、３,５３６万７,０００円を計上しております。 

 ６８ページをお願いします。 

 ２款保険給付費は２８億５,５９３万４,０００円、対前年度比較で２.４％の増でございます。

１項のサービス諸費では、要介護認定者のサービス給付費として２４億９,３２８万円、要支援

者の介護予防サービス給付費として１億２,３８３万３,０００円を計上いたしております。２項
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その他諸費は、国保連合会への審査支払手数料でございます。３項高額介護サービス諸費は、予

防分と合わせまして５,９９１万９,０００円を計上。４項高額医療合算介護サービス等費は、後

期高齢者分、国保分を合わせまして１,８３１万７,０００円を計上。５項の特定入所者介護サー

ビス等費は、１億５,７１６万８,０００円を計上。これは施設に入所する低所得者の方に保険給

付費対象外である食費、居住費を支給補てんするものでございます。 

 ３款は省略いたします。 

 ７２ページをお願いします。 

 ４款の地域支援事業、１項の介護予防事業は、生活機能評価を実施して特定高齢者を抽出する

ための委託料等が主なものでございまして、１,５１３万円を計上いたしております。心身に機

能低下を来している方を事前に把握して、転倒予防、認知予防等の各種教室を実施いたしまして、

介護の予防につなげようとする事業でございます。２項の包括的支援事業・任意事業は、

４,９５３万円を計上しております。１目の包括的支援事業１８６万１,０００円は、要支援、要

介護のおそれのある特定高齢者に対しまして、要介護状態になることを防ぐための介護予防全般

に関するマネージメントに要する費用でございます。２目の任意事業５０４万１,０００円は、

自宅で介護の世話をされている家族の精神的、経済的な負担軽減を図るための家族介護支援や成

年後見制度に関する支援、温水プールを使った水中ウオーキング、高齢者の食生活改善等に要す

る費用でございます。３目の地域包括支援センター運営事業、これはこれらの介護予防サービス

を提供するために、町が地域包括支援センターを運営するための費用でございます。 

 次に、５款の介護予防支援事業、これは地域包括支援センターでのケアプラン作成業務等の費

用で９６６万円を計上いたしております。 

 以上で、私からの説明を終わらせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  松井環境生活部長。 

○環境生活部長（松井 秀文君）  環境生活部所管の特別会計予算４議案につきまして、補足説明

させていただきます。 

 まず最初に、議案第６号平成２２年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算についてでござい

ます。特別会計予算つづりの２１ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を９億３,７８０万４,０００円と定めるものであり

ます。その主なものにつきまして御説明させていただきます。事項別明細書の８９ページをお願

いいたします。 

 まず、歳入からでありますが、１款分担金及び負担金では新規加入を４８件と見込みまして、

１８６万９,０００円計上いたしました。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料は平成２１年度決算見込額から推計し、また料金改定の影
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響額を考慮した４億２,２２１万２,０００円を計上いたしました。２項手数料は諸証明手数料、

業者指定手数料、開閉栓手数料合わせて８１万１,０００円の計上でございます。 

 ９０ページの３款繰入金は、一般会計から５億１,２９１万１,０００円を繰り入れることとし、

財源を調整したところであります。 

 続いて歳出につきまして、９１ページをお願いいたします。 

 １款簡易水道事業費１項事務費１目総務費では、職員人件費として９名分の給料等７,７８５万

５,０００円を計上するとともに、９２ページになりますが、水道施設に係る借地料１６８万

６,０００円、それと消費税１,６８０万８,０００円の計上が主なものでございます。 

 ９２ページから９４ページにかけての２項事業費１目維持管理費は、４億７,０５３万

２,０００円を計上し、水道施設の維持管理に努めるものであります。メーター交換や漏水修理

のための修繕費として４,０４２万８,０００円の計上、柳井地域広域水道企業団からの受水費

３億７,７８０万８,０００円、電機計装設備保守、水質検査、施設監視点検、量水器の検針及び

久賀工区の国道改良橋梁かけかえ工事に伴う配水管布設がえ設計業務等に係る委託料２,９５４万

５,０００円、東和西部簡易水道の送水ポンプの取りかえ及び定期的な配水池清掃等の工事請負

費２９６万１,０００円の計上が主なものでございます。 

 ９４ページの２款公債費は元金２億８,９０２万７,０００円、利子７,８５０万６,０００円、

合わせて３億６,７５３万３,０００円を計上しております。 

 ３款諸支出金は還付金３０万円、４款予備は５０万円の計上でございます。 

 以上が議案第６号平成２２年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算の概要でございます。 

 続きまして、議案第７号平成２２年度周防大島町下水道事業特別会計予算についてであります。

予算書の２５ページをお願いいたします。 

 第１条により、歳入歳出予算の総額を５億１,２１８万円と定め、第２条により２９ページの

２表のとおり、東和片添浄化センター脱水機更新事業の債務負担行為を設定するものです。 

 また、第３条において３０ページの第３表のとおり、地方債の限度額を１億８,１１０万円と

して、起債の方法、利率、償還の方法を定めるものであります。 

 それでは、歳入歳出の主なものにつきまして、事項別明細書の１０９ページから御説明させて

いただきます。 

 まず、歳入の１款分担金及び負担金１目公共下水道事業費分担金におきまして、現年度分

２８０万４,０００円、滞納分８万円を計上しております。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料は、２０年度の繰越分、２１年度の整備地域である庄地区、

田中地区、長天地区、安高地区の供用開始する一部地域を含む現年度分の接続利用率、収納率等

を考慮した５,７４１万１,０００円を計上し、滞納繰越分２５万円と合わせて５,７６６万
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１,０００円を計上いたしました。 

 １１０ページ３款国庫支出金は、継続して実施しております安下庄地区公共下水道事業及び東

和片添地区施設更新の公共下水道事業に係る国庫補助金７,２５０万円の計上でございます。 

 ４款繰入金は、一般会計から１億９,４８１万３,０００円を繰り入れることといたしておりま

す。 

 １１１ページの５款諸収入３項雑入では、農業集落排水事業で整備、供用開始される秋地区の

汚水処理負担金１６３万９,０００円を計上しております。 

 ６款町債は、下水道事業債１億２,６９０万円、過疎対策事業債５,４２０万円の計上でありま

すが、このうち７,２５０万円は平準化債でございます。 

 次に、歳出について１１３ページをお願いいたします。１款公共下水費１項事務費１目総務管

理費のうち、職員人件費は職員６名分の給与等で５,５３６万２,０００円を計上するとともに、

総務一般経費において下水道使用料検討協議会を６回開催するための委員報酬２４万円を計上し

ております。 

 １１５ページの２項事業費１目維持管理費は、７,１１６万１,０００円の計上であります。安

下庄地区及び東和片添地区の公共下水道施設の維持管理に係る光熱水費１,６６９万円、修繕費

４７１万５,０００円、処理施設維持管理、汚泥処理、電機設備点検等の委託料４,５０５万

５,０００円がその主なものでございます。 

 １１６ページの２目公共下水道事業費は、設備経費５０万円、安下庄地区公共下水道事業は、

職員人件費２名分１,１４０万６,０００円、安下庄処理区は安下地区ほか２地区の管路整備及び

浄化センターの脱水機ユニット増設整備事業費１億３,４１７万４,０００円の計上でございます。 

 １１７ページの東和片添地区公共下水道事業は、職員人件費１名分と２１年度において片添浄

化センター電気計装設備の点検調査を行い、その結果、特に汚泥脱水機が経年劣化により腐食も

激しく運転能力も低下しており、また平成２２年度に対応年数１５年を迎えるので、社会資本整

備総合交付金事業により汚泥脱水機を更新する２２年度分の事業費５,２６４万３,０００円を計

上しております。 

 なお、工事は債務負担を起こし、２カ年で整備を行う予定で予算計上しております。 

 １１８ページの２款公債費は、元金利子合わせて１億７,８０５万８,０００円を計上いたして

おります。 

 １１９ページの３款諸支出金は、還付金５万円、４款予備費５０万円の計上でございます。 

 以上が議案第７号平成２２年度公共下水道事業特別会計予算の概要でございます。 

 次に、議案第８号平成２２年度農業集落排水事業特別会計予算について、説明いたします。予

算書の３１ページをお願いいたします。 
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 第１条に定めますとおり、歳入歳出予算の総額を２億９,８７４万３,０００円と定めておりま

す。また、第２条により第２表のとおり、地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び

償還の方法について定めるものであります。 

 事項別明細書の１３３ページをお願いいたします。 

 歳入の１款分担金及び負担金１目農業集落排水分担金は、受益者分担金を３６１万７,０００円

と見込んでおります。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料は、秋地区の新規接続等も含め４,３６５万円を計上してお

り、１３４ページの３款繰入金は、一般会計から１億６,６５７万３,０００円を繰り入れること

としております。 

 ５款町債は、平準化債の７,９３０万円を合わせて、下水道事業債８,２１０万円、過疎対策事

業債２８０万円の計上でございます。 

 １３７ページをお願いいたします。 

 歳出についてでございますが、１款農業集落排水費１項総務管理費は、職員人件費２名分

１,３６８万６,０００円が主なものであります。 

 １３８ページの２項事業費１目維持管理費は、１億６０７万９,０００円を計上し、日良居、

和田、戸田、沖浦西、沖浦東及び平成２２年度供用開始されます秋地区を含めた各地区の施設維

持管理を行うものであります。光熱水費、汚泥処理に係る手数料、施設維持管理委託料、新規に

計上しております秋地区汚水処理負担金が主なものとなっております。 

 １３９ページの２目農業集落排水事業費は、供用開始した地域の新規加入に係る公共ますの設

置、マンホールポンプ場の設備等６４６万３,０００円を計上いたしております。 

 以上が議案第８号平成２２年度農業集落排水事業特別会計予算の概要でございます。 

 続いて、議案第９号平成２２年度漁業集落排水事業特別会計予算についてであります。予算書

の３７ページをお願いいたします。 

 第１条により、予算の総額を３,４７１万円と定めております。 

 事項別明細書の１５５ページをお開き願います。 

 歳入につきましては、２款使用料及び手数料１項使用料は、３４０万１,０００円と見込んで

おります。 

 １５６ページの３款繰入金では、一般会計からの繰入金を３,１３０万５,０００円計上してお

ります。 

 １５９ページをお願いいたします。 

 歳出になりますが、１款漁業集落排水費２項事業費１目維持管理費は、光熱水費、修繕費施設

維持管理委託料及びマンホールポンプ場の清掃、汚泥の島内の運搬等に用いるバキューム車購入
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費等を合わせて２,１２７万９,０００円の計上でございます。 

 １６０ページの２款公債費は元金８０３万３,０００円、利子４９２万２,０００円、合わせて

１,２９５万５,０００円の計上でございます。 

 ４款予備費は３０万円計上いたしました。 

 以上で、議案第６号から議案第９号までについての補足説明を終わります。何とぞ慎重審議の

上、御議決賜りますようお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  それでは、議案第１０号平成２２年度周防大島町渡船事業特別会計

予算について、補足説明をいたします。 

 特別会計予算書の４１ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を７,９９４万８,０００円と定めております。 

 それでは、事項別明細書の１６７ページをお開き願います。まず、歳入からであります。 

 １款使用料及び手数料１項使用料は、前島航路７５万円、情島航路５４４万４,０００円、浮

島航路９５８万２,０００円と見込み、合わせて１,５７７万６,０００円の計上であります。情

島航路、浮島航路につきましては、料金改定を見込んでの計上であります。２項手数料は手荷物

等の手数料でありますが、３航路合わせて３４５万３,０００円を計上しております。 

 １６８ページの２款国庫支出金は、それぞれの航路に係る国庫補助金として２,７３７万

６,０００円を計上いたしました。 

 ３款県支出金は、航路補助金として２,００８万６,０００円を計上しております。 

 １６９ページ、４款繰入金は、一般会計から１,３２０万３,０００円を繰り入れることとして

おります。繰越金は１,０００円、雑入は５万３,０００円の計上であります。 

 １７１ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 １款事業費１項事務費は、職員人件費１名分と消費税、事務費等を合わせ、９５９万９,０００円

の計上であります。 

 １７２ページからの２項事業費は、船員の人件費、燃料費など、１目前島航路運航費で、

１,８６１万４,０００円、２目情島航路運航費で１,４１９万５,０００円、３目浮島航路運航費

で３,７２０万６,０００円、合わせて７,００１万５,０００円を計上しております。 

 １７６ページでございますが、２款公債費は元金利子を合わせ、１３万４,０００円の計上で

あります。予備費は昨年同額の２０万円の計上であります。 

 以上で、議案第１０号平成２２年度周防大島町渡船事業特別会計予算について、補足説明を終

わります。何とぞ慎重御審議の上、御議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  石原公営企業管理者。 
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○公営企業管理者（石原 得博君）  議案第１１号平成２２年度周防大島町公営企業局会計予算に

ついて、補足説明を申し上げます。 

 それでは、お手元の平成２２年度周防大島町公営企業局企業会計予算書の１ページをお開きい

ただきたいと思います。 

 この予算は、平成２１年度の業務量及び事業収支の実績等を考慮し、計上したものであります。 

 第１条は総則です。 

 第２条は業務の予定量について定めております。 

 病床数では大島病院移転新築に伴いまして、これまでの一般病床９９床から一般病床３９床、

療養病床６０床となっております。 

 病院の患者数は、入院８万８,７１４人、外来１２万５,８２８人を見込み、介護老人保健施設

の利用者数は入所で４万４,１６５人、通所で４,６９９人を見込み、学生数は１１５人を見込ん

でおります。 

 主要な建設改良事業につきましては、後ほど第４条の資本的収入及び支出で説明させていただ

きます。 

 ３ページの第３条は、収益的収入及び支出について定めるもので、業務の予定量に基づきまし

て、収入を４５億２,３２８万１,０００円、４ページの右下にありますように、支出を４８億

７万３,０００円と見込んでおります。 

 平成２１年度予算と比べて支出が大きく増加しております要因は、大島病院移転新築に伴いま

す初期備品購入や建物・附属設備等の廃棄処分による資産減耗費の発生によるものです。 

 第４条は資本的収入及び支出について定めるもので、５ページの中段、右にありますように、

資本的収入を３３億８５０万円、資本的支出を３６億８,３１９万８,０００円と見込んでおりま

す。 

 収入の企業債は、大島病院移転新築や各施設の器械備品整備のための病院事業債・過疎債借入

を見込んでおります。支出金は、大島病院移転新築の財源として予定しております合併特例債分

の一般会計からの繰り入れを見込んだもの、固定資産売却代金は基金の取り崩しを予定したもの

です。 

 支出の建設改良費は、病院改築事業として大島病院の２２年度分建築費、病院解体駐車場整備

費を器械備品の整備として、東和病院に全自動電解質分析措置ほか１１品目、橘病院に血液分析

システム、自動血球計数装置の２品目、大島病院にＭＲＩほか６５品目、やすらぎ苑に地デジ対

応テレビ、看護学校に呼吸音聴診シミュレーターモデルほか２品目の購入費を計上しております。

企業債償還金は、２２年度中の病院事業債・過疎債償還予定額を計上しております。 

 次に、６ページをお願いいたします。 
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 第５条は、継続費について大島病院移転新築工事の総額及び年割額を定めております。 

 第６条は、企業債について定めるもので、借入限度額を１９億５,４２０万円と定めておりま

す。 

 第７条は、一時借入金の限度額を１０億円と定めております。 

 第８条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費として、給与費２４億

１,６７０万円、７ページには交際費２４０万円を計上しております。 

 ７ページ中段の第９条は、他会計からの補助金について定めるものです。一般会計から１３億

８,７４１万４,０００円の繰り入れを予定しております。 

 第１０条は、薬品や診療材料費等のたな卸資産の購入限度額を業務の予定量に基づきまして、

１０億５５６万７,０００円と定めております。 

 次に、８ページをお願いいたします。 

 第１１条は重要な資産の取得及び処分について定めるもので、取得する資産として東和病院に

医療機器２品目、大島病院に建物と医療機器１１品目を、処分する資産として大島病院に建物と

医療機器５品目を挙げております。 

 附属資料といたしまして、９ページ以降に予算に関する説明書を添付してございます。 

 なお、当年度純利益は大島病院の資産消耗費が発生しますので、４８ページの平成２２年度の

周防大島町公営企業局事業予定貸借対照表のとおり、３億５,５３２万３,０００円の赤字を見込

んでおります。 

 以上が平成２２年度周防大島町公営企業局企業会計予算の内容でございます。どうかよろしく

御審議いただき、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

 補足説明を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩しましょう。済いません。半まで。 

午後２時17分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時30分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑に入ります。 

 議案第２号平成２２年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算、質疑はございませんか。

広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  今回の新年度予算の特徴は、国のカット分に伴うその他任意分の

繰り入れということで補足説明もありましたし、そのほかいろいろ町長のほうも述べられました。

その点で、いわゆる国のカット分の影響、これをどのように見ているのか聞いときたいというふ
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うに思います。 

 それと、全体として保険給付費のほうが１億３,０００万円でしたか、増ということでありま

すが、実際金額を見てみますと、基金の繰り入れが１億３,０００万円ということになっとると

思います。そういう中で、実際基金残高の状況とあわせて、いわゆる医療費の伸び、そして先ほ

ど言うた国庫負担の減の部分の影響、これについて再度説明を求めたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  国庫負担分のカット分でございますが、これ平成１９年までは

１億２,０００万円特別調整交付金で来ておりました、平均してですが。２０年度から国の計算

方法が変わりまして、約６,０００万円に減りました。２１年度も今現の見込みでは６,０００万

円ぐらいしか来ません。２０年、２１年度で計算が変わる前と比べまして、２カ年で１億

２,０００万円の減収入になっております。これ、計算方法は国が変えましたので、こちらでど

うこうというわけにはまいりませんので、多分受け入れなければ仕方がないと思います。とりあ

えずカット分については以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  東原健康増進課長。 

○健康増進課長（東原 平典君）  まず、基金の残高ですが、基金は今１億３,１７７万

８,４００円ございますので、１億３,０００万円取り崩ししますと、１７７万８,４００円とい

う形になります。 

 そして医療費の伸びですが、国のほうの考えてる伸びでは０.１９％伸びということで考えて

おりますけども、当町としまして療養給付費のほうを１人当たり４.３％の伸びで考えておりま

す。そして、高額療養費のほうも４.６％の伸びとして考えております。退職者医療給付費等に

つきましては、来年度退職者が大分ふえるだろうという考え方に基づきまして、２３％増という

考え方で組んでおります。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  それと、これは総務のほうになるかもわかりませんが、今年度の

予算を組む段階でのいわゆる普通徴収、特別徴収、それぞれ世帯人数等、どういうふうになって

いるのか求めたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  国民健康保険税の歳入の件でございますが、一般被保険者の国保税

につきまして、医療給付と後期高齢者、同じ人数なんですが、普通徴収が３,１２３人、特別徴

収が１,０６０人、それと退職被保険者の国保税でございますが、医療給付と後期高齢者一緒で

ございますが、普通徴収が４０２人、特別徴収２人ということになっております。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 
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○議員（８番 広田 清晴君）  いい。 

○議長（荒川 政義君）  いい。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第３号平成２２年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算、質疑はございませんか。

広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  これも１件同様の趣旨で、金額的にはほとんど県の連合会のほう

へ繰り出すわけなんですが、人数でわかるか思いますので、人数についてはどういう状況なのか

聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  被保険者数ですが、６,２３５名ということで広域連合のほう

から来ております。特別徴収のほうが５,４７４名、普通徴収のほうが７６１名の予定でござい

ます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第４号平成２２年度周防大島町老人保健事業特別会計予算、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第５号平成２２年度周防大島町介護保険事業特別会計予算、質疑はございませんか。広田

議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  これも基本的には歳入の中でそれぞれのいわゆる加入者状況につ

いて御報告を求めたいんが１件です。 

 それと、今年度当初予算では取り崩ししてないと思いますが、実際的に基金の関係について聞

いておきます、一般質問ならんように。いいますのが、実際的にこの基金は値上げを抑えるとい

う趣旨のもとで基金運用されておるというふうに思いますが、実際基金の状況について報告を求

めたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  舛重介護保険課長。 

○介護保険課長（舛重 久人君）  最初に基金のほうから申し上げます。 

 介護給付費準備基金残高が、２２年度末では一応４,２００万円程度、介護従事者処遇改善臨

時特例基金が５３５万６,０００円、いうふうに見込んでおります。 

 それから、歳入のほうで保険料でよろしかったですか。特別徴収保険料が８,６０４人で３億
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６,８１１万９,０００円、それから現年度分の普通徴収保険料が６４８人で、２,５２６万

３,０００円、被保険者人数は９,２５２人、これは４期の介護保険計画の中の想定数値でありま

す。その想定内で推移していると思っております。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第６号平成２２年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第７号平成２２年度周防大島町下水道事業特別会計予算、質疑はございませんか。広田議

員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  今年度の工事について、いわゆる片添部分については機器の改修

ということでありましたが、今回安下庄部分について実際的に何世帯を対象に工事をしようとす

るのか。またそれはどの地域かということで報告を求めたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  松井環境生活部長。 

○環境生活部長（松井 秀文君）  安下庄地域の特定環境保全、公共下水道事業については安下庄

の浄化センターの脱水機の増設、１工区として。それと、安高地区、安下地区、田中地区、それ

ぞれ管路布設の開削工法で行う事業でありますが、数量としては出ておるんですが、今の公共ま

すの数についてはまだ決定されていません。それで、工事の概要については、その管路布設で延

長が３６０メーター、８９０メーター、２５０メーターそれぞれとなっております。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第８号平成２２年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第９号平成２２年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算、質疑はございませんか。

広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  これについては、先ほど補足説明の中で実際的には値上げの影響

ということで説明があったというふうに思いますので、値上げの影響分について聞いておきたい

というふうに思います。（「違う」と呼ぶ者あり）違うか。（「水道だけ」と呼ぶ者あり）水道
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だけ。今渡船会計じゃないんか。 

○議長（荒川 政義君）  質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第１０号平成２２年度周防大島町渡船事業特別会計予算、質疑はございませんか。広田議

員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  めくり過ぎて済みません。実際的に先ほど説明がありましたよう

に、実際的な値上げに伴う影響分、いわゆる収入として入ってきますね、その影響分についてど

のように考えておられるのか、聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 歳入の件でございますが、使用料といわゆる手荷物の手数料合わせて御説明いたします。 

 まず、情島渡船のほうが４９万２,０００円の増額でございます。浮島渡船のほうが８０万

７,０００円の増額でございます。これはいずれも７％から８％のいわゆる改定値上げ分の増収

ということを見込んでおります。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第１１号平成２２年度周防大島町公営企業局企業会計予算、質疑はございませんか。広田

議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  これも実際的には１１月から出発する、いわゆる大島病院におけ

る療養病床分が６０床ということで、基本的には１１月から組んでおろうというふうに思います

が。実際的に今度は収益等を見てみますと、若干３病院と比較して、それぞれいわゆる収入がふ

える見通しだという予算になってるんじゃないかというふうに思います。 

 中身を見てみますと、東和病院のほうが医業収益が１２億９００万円に対して１３億９,０００万

円と。それで橘病院、これ補正時点の数字か、当初対比かちょっと明確ではないんですが、５億

４,２００万円に対して５億７,２００万円。大島病院のほうが１０億３,４００万円に対して

１０億７,２００万円というふうに、基本的には収益がふえるようになっております。この点で

は昨日言われた医師の確保も当然あろうかというふうに思いますが、大体の見通しですよね、当

然根拠があって実績を見て出された数字というふうに思いますが、再度聞いときたいというふう

に思います。 

 それと、御承知のように仮勘定から本勘定にいわゆる本文部分になって実際的には貸借対照表
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では建物等がふえると、貸借対照表ではですね。建物等がふえるというふうに思います。改めて

貸借対照表の大きく変動する部分含めて報告を求めたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  村岡公営企業局財政課長。 

○公営企業局財政課長（村岡 宏章君）  まず１点目の業務量及び収入の増についてですが、東和

病院につきましては１日平均患者数を１１４名見込んでおります。当年度、２１年度と比較して

６,０２３名の増を見込んでおります。 

 橘病院につきましては８２３名、１日平均３５名の入院患者、入院を予定しております。大島

病院につきましては一般、療養合わせまして、３,２３１人の増で、増収、増益を見込んでおり

ます。これはここ一、二カ月各病院とも大変入院患者数も多い状況で推移しておりまして、より

近い数字を持ってきて、なおかつ収入増につきましては、診療報酬の改定部分一部あるんですが、

その部分も若干加味しております。 

 それと、貸借対照表上の大きく変わる部分についてですが、平成２２年度につきましては、今

まで大島病院の建築に伴いまして建設仮勘定で経理上やっておりましたが、２２年度完成いたし

ますので特に大きく変わってまいります。 

 まず、土地が４億４,６９０万円ふえます。建物が大島病院分として３,０３３億８,４００万

円ふえます。 

 構築物につきましては、１億３,０６０万円減少するんですが、これは現在の建物の撤去部分、

残存簿価部分を解体しまして駐車場といたしますので、その部分が減少いたします。器械備品に

つきましては、新規購入分と消却する部分差し引きで４億７,５００万円増加いたします。当然

建設仮勘定がなくなりますので、約１８億円分が建設仮勘定でなくなるという部分になります。 

 あと設備整備基金につきましては、今、年度末に補正が通過いたしますと、８２億円という形

になりますが、２２年分の合併特例債部分の年度繰越部分という形で６億５,８４０万円取り崩

しますので減少いたします。 

 あと、控除対象外消費税、これは大島病院の建築にこれも建設仮勘定で経理しておるんですが、

この部分を控除対象外消費税として国の別資産に計上いたしますので、その部分が約１億

２,３８０万円ふえます。 

 次に、負債部分ですが、退職手当の取り崩し分として６１２万７,０００円減少いたします。

預かり金、今現在大島病院を含め３病院とも入院保証金という形で１万円から４万円、入院する

ときに保証金をいただいておりましたが、昨今県内の自治体病院等をいろいろ調査しましたが、

入院保証金をいただいているところはありません。当公営企業局の病院に関しましても、入院保

証金をいただかないということで、その部分を４５０万円減額しております。 

 企業債は建設改良費の増額に伴いまして、約１５億５,０００万円増加いたします。それと、
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補助金は一般会計からの合併特例債部分が建築分として約６億４,５００万円増加いたします。 

 以上が大きなものになろうかと思います。あと、当年度純利益としまして大島病院の残存簿価、

今現在の大島病院、平成８年にスプリンクラーの対象工事としまして補修工事を行っております。

財源として起債を充てておりますが、そちらの建物の償却部分がまだ２億円幾ら残っております。

これは２２年度の固定資産償却という形で費用として出ていきますので、大きく当年の純利益が

マイナスになるという形が貸借対照表上の大きい部分だと思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  河村企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（河村 常和君）  今数字的に村岡財政課長のほうから御説明をいたしまし

たが、その前段としての公営企業局全体の方向性ということでお話を少しさせていただきます。 

 きのうもお話ししましたが、この予算書の４０ページに医師数の欄があると思います。当然

２１年の１月１日には１９名、これが２２年の１月１日では１６名。１６名の内訳については

３月末と同じでございますんで、きのうの御説明でかえさせていただきます。その前のページに

ございます３６ページには、これ医師が入っての医師数でございますが、町長からの御説明もあ

りましたとおり、東和病院におきましては、新院長及び自治医の先生ということで、２名の先生

が来て、４月１日から１８名の常勤医の体制ということがまずあります。それでございますので、

東和病院のほうの入院患者数の予測を少し伸ばしてるとか、収入が上がってきてるということは

あります。それをもって現院長の田中院長が名誉院長となって、その後も整形の診察を続けてい

ただけるということで、１日ほど橘病院のほうへ整形の外来を設けてやっていただこうと。そう

することによって整形の週１回の診察があるということで、リハビリの患者数も当然伸ばしてい

けるということで、橘のほうの収入も上がっていくというふうに積算させていただいているとい

うのが現状でございます。 

 そういった方針で４月からの診療体制ということで、これはまた４月の広報等にも診療科の一

覧表とかマイクロバスの時刻表とか入れさせていただいて、また住民の方にも周知徹底させたい

とは思っておりますが。以上のように考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  最後になりますが、実際的に今回２３年３月３１日末予定で、

３億５,５３２万３,０００円の赤字ということでありますが、これがひとり歩きしても非常にま

ずいので、中身をちょっと聞いときたいんですが。 

 この３億５,５３２万３,０００円いう金額の赤字について、いわゆる一般的に言われると、減

価償却分以内であればお金は要は減少しない。現金は減少しないんだという部分をちょっと補足

説明しといていただきたいというふうに思います。 
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○議長（荒川 政義君）  村岡公営企業局財政課長。 

○公営企業局財政課長（村岡 宏章君）  今御質問がありました２２年度の予定上の純利益のマイ

ナスということですが、先ほど言いましたように、大島病院の残存簿価部分を撤去しまして、解

体して駐車場という形になりますので、その部分を経理上処分しないとなりません。その部分が

約２億６,０００万円ぐらいあります。これは現金を伴わない支出といいまして、経理上資産に

挙がっても落とすだけですので、別にどちらかにお金を払うわけではございませんし、減価償却

と同じように現金が少なくなるという経理上のものではございません。建物が少なくなって資産

価値がなくなるという形になりますので、減価償却と同じように現金支出を伴わない支出という

ことで、基金の減少は起こりません。今言われましたように、減価償却部分の償却前の収支にお

きまして赤字が出ない限りは一般的には基金等の現金預金が減少することはございません。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 お諮りいたします。平成２２年度予算の質疑が終了しましたので、日程第１、議案第１号から

日程１１、議案第１１号までの１１議案を本日配布しております議案付託表により、所管の常任

委員会へ付託することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  御異議なしと認めます。よって、日程第１、議案第１号から日程第１１、

議案第１１号までの１１議案を本日配布いたしました議案付託表のとおり、所管の常任委員会に

付託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．議案第１２号 

日程第１３．議案第１３号 

日程第１４．議案第１４号 

日程第１５．議案第１５号 

日程第１６．議案第１６号 

日程第１７．議案第１７号 

日程第１８．議案第１８号 

日程第１９．議案第１９号 

日程第２０．議案第２０号 

日程第２１．議案第２１号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１２、議案第１２号平成２１年度周防大島町一般会計補正予算
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（第７号）から日程第２１、議案第２１号平成２１年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算

（第４号）までの１０議案を一括上程し、これを議題とします。 

 質疑は３月８日の本会議で終了しておりますので、これより討論、採決に入ります。 

 議案第１２号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより、起立による採決を行います。議案第１２号平成２１年度周防大島町一般会計補正予

算（第７号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１３号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１３号平成２１年度周防大島町国民健康保険事業

特別会計補正（第３号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１４号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１４号平成２１年度周防大島町後期高齢者医療事

業特別会計補正予算（第３号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１５号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１５号平成２１年度周防大島町介護保険事業特別

会計補正予算（第３号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１６号、討論はございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１６号平成２１年度周防大島町簡易水道事業特別

会計補正予算（第５号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１７号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１７号平成２１年度周防大島町下水道事業特別会

計補正予算（第３号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１８号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１８号平成２１年度周防大島町農業集落排水事業

特別会計補正予算（第３号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１９号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１９号平成２１年度周防大島町漁業集落排水事業

特別会計補正予算（第２号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第２０号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第２０号平成２１年度周防大島町渡船事業特別会計

補正予算（第３号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第２１号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第２１号平成２１年度周防大島町公営企業局企業会

計補正予算（第４号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（荒川 政義君）  以上で、本日の日程は全部議了しました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 次の会議は、３月２３日月曜日午前９時３０分から開きます。 

○事務局長（坂本  薫君）  御起立願います。一同、礼。 

午後３時02分散会 

────────────────────────────── 


